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OB会 拳 長 の 挨 拶

1〔JUロ  ラ入こ豊諄  J婁」ギ|

会員の皆様kこの暑い夏、お元気でお過ごし

でしょう力、

今年は冷豆という予想があり、クーラーの売

れ具合を心配しておりまし′たが ζた4ま、私の仕

事は、冷暖房設備工事です)、 結構暑く、杞憂

となりました。ハイテク時代になっても、ビタ

リと当てるのは難しいもののようですね。

仕事柄に毎日が「冷動 な`ιゞ」という苦

情処理の歌 、本当に大変です。「夏は署い

のが当たり前t署いのがイヤなら、寒い国に行

けば !」 と、客の前では言えない鬱積を、誰も

いない車に戻ってから吐きすてていることもし

ばしば一。大体エネルギー保存の法則によれば、

自分の廻りを涼しくする事は、他の部分 圃

を署くする事なので、他人にとっては迷惑な装

置なのです。全ての中 ぎるので、都会

の真中は夜になっても、昼のように署いのです。

全部クーラーが原因です。
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このクーラーの大部分は、フロン2と いう冷

媒を使って室内を冷やしているのです力ヽ 近年

の鰯 境破壊 (オ ゾン層の破壊、温瞭 り の

要因の一つではないかと言わ才袂 将来使用禁止

となります。皆様は、クーラーというものの恩

恵を受ける最後の人間となるかもしれません。

とは脅かしたものの、冷やす方法は他にもあり

ますのでご安心下さい。THlの知恵は素晴らし

いものなのです。いわば人間の勝手力ヽ 次々と

技術開発につながるのです力え だからといって

「勝手」がいつまでもエスカレー トしていい訳

ではありません。夏の室温はノ度以上が望まし

いのです。エネルギーの面でも環境に優しく、

ノヘヽ間の体にとっても優しいのです。

先日仕事で、自山麓吉野谷村に行く機会があ

りました力ヽ 金沢よりは随分涼しい気候でした。

沢山の木々に囲まれた涼しい環境は、クーラー

を何台設置しても実現できはしません。しかし

その時は、吉野谷村のレストランにクーラーを

私共が設置してきたのでした。完成後のオープ

ンの日、「何と涼しいんや」と入って来る客を

見て、「お前はこの吉野谷ヘ クーラーで涼む

ために来たのか !」 と毒づきたくなり、心中で

虚ろに反響したものでした。

今回のご挨拶は、天気予報に端を発し、物理

学 哲学ヽそして人間の心理学へと拡大し、フ

ンゲル教フインシュタイン派にそれあらず感化

された模ネ業でもあります。

暑い夏です力ヽ 体を鍛える人、労る人、それ

ぞれに思い出多い季節となりますよう祈ってお

ります。

OB会 役 員 会 の

と oB関 係 情 報

(♯ は日の確定していないもの)

1月 28日 会報 6号製本済 (久動

1月 29日 会報6号、B H33-37号同時発送

Q‐m 西馬 金吉 牧原 囲

4月 ♯
・

5万分 1:翻隣y爾い FJFlt目録止梓

国十地理院 1節側珀副 氏0
4月 20日

4月 30日

5月 12日

6月 1日

6日

7,8日

OB会役員会通鷹瓢0%発送

7卜屋望撃副
「

ち伊

剛 椿川 舟D
J渥澤 影 珈 着 嗜 納 週 寸 衡 D

銀 ダム搬入 圃  椰 ll)

資材ボートで豪入

鰍  山崎 高岩 中野 長谷):D

硬 の」壻静邸場   α動

モルタル補撫 流し、竃設置

1日雛

11日  スポーツ振興課へ作業報告

19日  OB会役員会通信Юν発送 (舟田)

"、

24日 大阪嘗閑訳 金沢静藩ま 刷 il国有

林を視察  (栂 剛∋

30日 田村さん小屋より下山

7月 4ロ スボーツ振興課より入金

8月 2,3日 15期同期会 (伊吹山)

♯  宛名ラベル作成  縫創

♯  舗 ギ限告哺埼疑 イ餐費臥 莉 鶴装⊃

♯  一言通信棄書作成 鰯

♯  会報印F●l仲川)

♯  鉢 三痺里 GUID
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ベ ル クハ イ ム に カ ンパ を い た だ い た方 々 (敬 称 略 )

秋 の 卜L/」彎 1彗曙譲ζ⊃ こ「』縫 内

9月 20日 個D-21日 (日 )

*参加希望の方は、即返信はがきでご投函いただく力＼ 直接電話にて

事務局 鰻076229288)へお知らせ下さい。おって詳細をお知ら

せします。

*現役は19日 から21日 で小屋作業に入ります。CLは高石君です。

*飛石連体の関係でいろいろな参加の仕方もできるかと思います。ご

一報いただければ、相巨連絡などの便宜を図ります。
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OB
(平 成 8年 12月

《 収 入 の 部 》

OB会 費 納 入

ベ ル クハ イ ム カ ンパ

預 金利 息

報

『

計

用

△〓　
”平

△
〓
＝

日０

生
口
用

44, 000
395, 000

746

計 439, 746

62, 128
144, 460

8, 000
357, 000
14, 087

25, 447
20, 896
27, 079
8,438

34, 120
28, 002

《 支 出 の 部 》

OB会 報 (や まざ と)No.6制 作 費

″      郵送料

″      人 足代

ベル クハ イ ム印刷 代

秋 の小屋作業 食 費・ 写真代等

春 の小 屋酒場道 具代

″   食費・ 備 品代

″   資 材運 搬 賃他

3期 田村氏小 屋 番補 助

小屋作業 案内等 事務 局 連絡費

文具費 その他

《差 引 剰 余 金 》

前 回 (8.■ .30現 在 )繰越 金

収   入   の  部

支 出 の 部

729, 657

1, 547, 455
439, 746
729, 657

計

差   引 合   計 1, 257, 544

イつし1ヽ
1)
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参 加 希 望 者 か ら の 返 信

*田村 昭夫      3期

「やまざと6号」ありがとうございました。

"閉経の妻云々"は "現役の妻云々'の誤りで

した。訂正してお詫び申し上げます。

儒議錮E;拝啓 昭子さま.ひたすら感服申し

上げます。貴女の右に出る妻は想像できませ

れ 敬動

*島林 仁司 10期

出来れば参加したいと思っています。

*辰野 隆義       13期
今年の春は 土台補強、及び、カマド、水場の

整備を考えています。でもやっばり、便所の整

備が急務ではないてしょう力、

春の作郵専|こ :よ 秋のことまで考えて荷揚げを

したいと思います。ダムのポー トを利用できる

うちにボッカしなければ。そのため、ボッカで

時間がとられることになりそうです。力自慢の

方譲 とも参加を !!

*寿譲 麟 キ    1鐵
いつも大変お世話になりすみません。

証 と前 の難 の秘 当に識 しま

した。機会があればお会いしてお話し出来れば

と思います。

*吉田 穂穫      13期

*」 詢 避    1瑚

連絡大変遅くなってすみません。体調が回復し

ておれは 春の山小屋べ行きたいと思っていま

九

軟の働     ・

前略。OB会役員通信ありがとうございまし

た。小屋作業はいつもの顔本れだけで働き手が

少なく大変だったと思いま九
°
 私も違く山歩きがしたいのですがt今夏は無

理です。医者から手術後6ケ月は運動はダメと

言われています。といっても机の上の仕事眠

じっとイスに座っての作業となり、腰には全く

よくありません。毎日夕方には左足がしびれて

います。― 遅くなったりすると翌朗起きて

もしびれが残っています。できるだけ早く帰り

休日は横になったりしてゆっくりするようには

心がけているのですがくなかなか思うようにい

きません。体験談は今は書けそうにありません。

完治してからにでもキ考えています。 (編者注

*合津 尚    6期
期日によっては中 あるので、

みて下さい。

*棚 線    7期
忙しくて返信が遅れてすみませた 山小屋へは

行きたいのですがヽ肉体労働を考えると、行き

たくても行けません。

*沢田 孝雄      7期
眸 8月(い た鋼簾μ鳳園職し、漢樋昭N土

に再就職しました。保険代理業、商業ピは

携帯電話等の販売を主とする会社です。日村先

輩のように新しい世界へという0けにゆかず、

前職の延長のようでいささか情けないのです沢

あせらず新しい日標を見つけて、楽しい、少し

でも悔いのない人生になればと考えています。

「やまざと」ありがとうございました 臨

集子の皆さんの努力熱意には頭の下がる思いで

す。出来る限リパッタアップをしてゆきたいと

思っています。

*報  辮 9期

「やまざと」6号ありがとう。いつも労作には

頭が下がります。とても楽しく読んでいます。

ところで、自―
はじめ9期のみんなはどう

しているかな?今度の機会に「山層壻艶璽別 に

是非参加したいと思っています。久しぶりに会

いたいですね。
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―貴重な体験を書いて !と迫った、冷徹な編集

者がいたんです。)

通信にありました「白まだら」はヘビの仕業

と思われます。私も学生時代に,人で泊まって

いた頃に見たことがあります。

*羽M本  矢訃一

「やまざと」ありがとうございます。今冬は下

の娘にスキーを犠臨 毎週の様に鳥越高原に通

いました おか疎 甥 諄 試 |こ比ぺ 少しはス

キーの腕 (足)も上がったようです。今度OB
会のスキー合宿をやりません力、

*轟覇折 剛トー 1[リリロ

現在神奈川在住の為卜なかなかBHへ行くこと

もかないません力ヽ やまざとは毎回楽しく読ま

せてもらっています。いつか行きたいとの希望

を忘れないよう、案内を見させて頂きたいと思

います。

*松縄 宏      15期
行ける行けないは判りません沢 」渥 作業に汗

した昔を想いだします。

毎慶錮鵬熙さに執筆され御苦労様です。負担に

ならない様やって下さし、

飲の働

拝復 イ還路業のご鋼胡琴綱〔いました。残

念ながら土日に休暇が連続して付けられず行け

ません。また次回 傷度同じ繰り返しの気がし

て自分ながら残捻)を期待する処です。

それにしても貴女のパイタリティーには敬服

するのですがヽどこからその赫 いてくる

の力、私にも少し伝授願う処です。当日の好天

であることを祈っております。安全無事な■颯

作業を終えんこと、またみなみな様益々のご健

勝をお祈り申し上げますt      敬具

*錯 澄     1闘
やまざとありがとう!偉大な事務局長を送り出

している15期の一人として誇りに思っています。

山小屋ぜひ行きたいのです力ヽ またダメかもし

れません。でも夢を見るためにも案内をお願ぃ

します。

欽の働

前略 初夏の山小屋酒場の案内ありがとうご

ざいました。残念ながら所用のため又も行けそ

うにありません。家の建て替えや雑事に追われ

あくせくした日々 を過ごしています。ザックに

倉谷の想い出を‐杯詰めて、伊吹山に持ってき

て下さい。15期会での報告を楽しみにしていま

す。なお同封のビール券を作業隊の皆様のウガ

イ用にでも使っていただければ幸いに存じます。

日閣こよろしくお伝え下さい。安全の完遂 。大

宴会を明石の地よりお祈りしています。 早々

*劫む元 厖落S          l弱舅

…

ようやく刷り上がりました。送りま

す。とはいってもこの後写真ページ、表紙た製

本、発送とまだまだ続くと思いますがヽ よろし

くお願いします。

なお5月 8日から6月 6日 までのrH■ ヨ~ロ ッ

パとアメリカを回る旅に出ます。山小屋酒場は

失弔します。

*舟田 節子     15期
玄関にうず高く

…

げた供 私は可

愛い現役4人に、手作りの加賀料理をご馳走じ

てあげました。カニ黒 タラの子付
`六

甘エ

ビの刺身、合鴨の治蒲薫0こ、自子のおつゆ―Ъ

特に自子¨巨L品を奮発してあげました

一ところ八 京子ちゃんの様子がおかしい。私

がお茶を入れに行っている間に何か言われたみ

たい。「男の味はどう?」 とか「これを食べる

と男が欲しくなるぞ」とか ←―́これ想園 。ミ

セスの私、全然気が回らなかった。乙昴こ嗜傷

つけたみたいで‐・1気にしています。

自子を10幌食材としか思わなからた私lよ やっ

ιざリー‐.   :

1剛
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*8111 利弘     18期

松任から山中町までの毎日の通勤途中に、自山

を見ることができます。憩 場所、時間等で

いろいろな姿を見せてくれますがt冬の晴れた

日の転 小松付近で見るのが‐番だと思います。

*田部  1申一 1剛

非 参 加 者 か ら C)I臣信

*佐古 文男      2期

*登内 郁夫      3期
今年はまだ山小屋酒場にはお伺いする時間はと

れそうもありません。あと2-3年後はと思ぅ

ております。酒邑も体力もだんだん落ち日とな

って来ております。

金沢でうまい酒睦飲みたい!!と思っておりま

す、いつでも。皆様にお会いしたい !!

*池本 和彦 3期

春の山小屋酒場ハ参加したいのは山々です沢

なかなか出来ません。少しばかりですがカンパ

しました。頑張って下さい。

*森島 稔      4期
'96冬号ありがとうございました。いつもなが

ら、たくさんの原稿をていねいに編集されてい

て、読みごたえがあります。ご苦労様です。

今年から、女房と近くの山への散歩を始めよう

と思っています。

*川島 勇 5期

G稔ながら

'一

度春の山小屋洒場に泊まって

みたいのですがt参加できません。皆様のご活

躍t陰ながらお祈りいたします。 .

*力崎 進 6期

勤務先の電話番号がダイヤルイン1動 り
詳

し

た。

*中川1皓二郎    6期
日村さんがおられる時に、二度ぶらりと山小屋

に訪ねてみたいなあと思っています。いつもお

世話になりありがとうございます。   |

*醸日 鉄    8期
平成 8年12月 より松下電コいからナショナ4

宅帥に転籍して、中国 。四国営業部 (岡山前

*鳥連 伸博 劉

*吉田 直子

数年前より渓流釣りにハ■っています。卒業し

てから10年になろうとしているのに、学生時代

と根利的に変わらぬ自分に苦笑しています。

「やまざと」は昔を懐かしむというより、OB
の現在の姿を垣間見ているようで、楽しんで読

ませてもらっています。

同期 αttDや近い期の方 、々いかがお過ごし

でしょう力、

*野田 和裕     ∞期

前 か々ら■度参加したいと思いながら、パタバ

タ続きでちっとも数 きませれ 案内を送っ

てもらっても参加の保障はないですがtと りあ

えずよろしくお願いします。

*柴田 祐介

やまざと6号ありがとうございます。懐かしい

名前を行間に見つこ入 .フ ングル以外の学生生活

を思い出しておりました。講であろう、―

=庶 その人です。氏 に は他人行儀すぎるの

で敬愛の念を込めて、「ケンちゃん」)の者書

にはゼミで苦労させられ、よくL審に遅れたも

のです。あんまリワンゲルに関係ない話ですい

ませた        _

田期

-7-
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勤務となりました。

アルプス山上の山小屋は無理です力ヽ 住まいと

アパート、賃貸マンションなら任せて下さい。

*自井 勇      9期
拝復 やまざとNO。 6ありがとうございます。雑

事に追われて御礼が遅れましたことをお詫び申

しあげます。

田村大先輩を軸とするBergheimに 関わる多くの

方の文章を拝読し、ふと室生犀星の'ふるさと

は遠きにありて思うもの そして悲しくうたう

もの一 "の一部を思い出しました。「ふるさと

「ベルクハイム」受領しました。ありがとう。

カンパ分、僅かですがt二千円送金いたしまし

た。皆さんのご活躍を祈りま九

*山中 重夫 9期

*杉森 和義     11期

部誌・会誌ありがとうございます。号数を増す

毎ιミ 待ち遠しくなっている今日この頃です。

先日、越前海岸の方へ"重油除去・ のポランテ

ィアに行ってきました。一部不純な動機もあり

ましたが、作業終了後のスガスガしさιよ 日頃

のストレス解消になったかと思っております。

天山のlLカザフスタンにいます (闇 .

首都アルマトィ G日称アルマアタ)l■・U00m
位で、このすぐ南にクンゲイ・アラタラ山脈の

5000m近い白雪の峰々が延々と連なっています。

3月下旬はどこを見ても雪景色だったもの沢

4月 に入って 1日降り続いた雨嗽 急に暖か

くなって、市内の鬱蒼たる楊や楓の並木が‐斉

に緑に変わりつつあります。

社会不安から一触即発の暴動の危機を潜在させ

ているとはいえ、訪問者には実に良い所です。

*伊藤 率屯治 13期

上小島 敬 17期

NIttY― SERⅧ CZD10674

FAX 052(892)12塑

インターネット・メール

TAKASHI KO」 IMAagw.toyOtsu.∞ .jp

*久富 象二     "期
6月 7日 は枷 澄 の数 達からパーベキュー

の熱い (|!)お誘いを受けておりまして、私

としてはそちらへ参加する気持ちを固めており

ます。美女達からのお誘いであります故、あし

からず。諸般ご賢察下さい。

近況報告

5月 3-5日 は藪のメンバー+4名、総勢 9名

で岐阜県側から (スーパー林道ロー三方岩一国

見山)笈へ行ってきました。天候は午 つでは

ありました力ヽ 6度目の登頂となりました。貴

姉と会ったら、オレンジとレモンティーを差し

上げようと用意しておりましたし、メンパーで

お掛けする言葉も考えておりました。

現在18日 の「自山サバイバルマラソン」に向け

て調整中です力ヽ 転んで(ワ ンデリングの途中)

雪の塊で打った胸カセ>し痛 く、完調ではありま

せん。

(ア ネさんはね、4-5日で冬瓜平からの往復

だったから、どのみち会えなかったと思うの。

それより、藪でコンタクトレンズはふっとバミ

プラスチックブーッの底は剥がれだす一で、超

悲惨な山行だったわ。あれに比べればどの山も

チョロク思えるのが、せめてもの慰めよね。)

*石地 隆司     器期

一度t倉谷でイワナ釣りなんぞやってみたいと

は思っとります。

*高橋 伸治     %期
毎回、連絡ありがとうございます。残念ながら

遠方で今回も参加出来ません。ベルタハイム誌

-8-



へ三千円カンパします。なつかしく読まさせて

いただいています (私も昔ベルクハイムの編集

をしました)。

*藤田 章三

仕事柄 3月 は忙しく、たいへん遅くなってしま

いました。識に申し訳ございませた

参加できる時があったら是非行きたいと思って

おります。その時までよろしくお願いします。

*畠山 潤   _  %期
山スキーを中′とヽとした山行を続けています。二

人目が誕生し、今年も子供を背負っての登山に

なりそうです。転動により住所変更しました。

*誹 赫    期

ベルクハイムお送りいただきありがとうござい

ました。私は器期です力ヽ ベルクハイムが発行

されておらず残念です。一言、プロフィールに

似顔絵が載るのが夢です。今後も発行に力を注
いで下さい。

*誅 類  29n
御無沙汰しております。今 1%日ぶりにペル

ーの人質が解放されたというニュースを聞きな

がら書いています。いつもお使りを頂くばかり

で返信も出さず申し訳ありません。実は事情が

あって急に引っ越しすることになリパタバタと

多忙で一この際、私としては金沢へ引越したか

ったのですが、塾の都合がつかず結局市内での

引越となりました。久しく金沢に行っていない

一一年前のゴールデンウィークからだ。また顔

をださせて下さい。 倍い_LMりの大きな家

です。北アのついでにお立ち寄り下さい。10人

は泊まれます。)

壺不動 良輝 30期

船忙しい中いつもお世話に相成りありがとう

ございます。お送りいただきました書籍小包い

つもお手数かけ申し訳ありませんがt良輝は三

年前から左記の名古屋に行っており自宅にはお

りませんので、今後はそちらの方へお願いしま

九  飼

*剛|I Ell   "期
麟 しました。勤務先1壊 ありません。

*石川 明弘     "期
この度住所が変わりましたのでお知らせします。
田村さんは今年も修行されているのでしょうヵ、

侍聯握瞑たる舟田への年賀状なのでどこまで
を私信。公信とすべきか?近況報告になりそう
なものを若干紹介)

*前田 達男      _顧 問

義嚇義lさんこ場 で九 冬合宿、一日遅れ
で参加してきました。3年で卒業という雰囲気

少
しは変えないとぃけないと思うのです力、

*北 上llg        3勤
折にふれいただいた 瞬訓I県の山」をながめて

あれこ測思いをめぐらせております。本年も元

気でがんばって下さい。

小生あいもかわらず正月酒を飲みつつ、賀状を
したためております。

…

5期

OB会のお世話感謝しています。アテにならぬ

会員ですが今後ともよろしく。

ー

7]瞬

白山、日三方岳、奥三方岳、大倉岳、富士写ケ

岳 ②吐洒川県)1動嗜、観 無 舗 大日

無 平家岳 似上緋 囀 、武尊山 鶴 尉

妙高山 (新潟県)以上が昨年踏破した山です。
本年も北陸百山を目指してがんばります。

似上ご主Ю
-9-



昨年はご覧のような山行きでした。

ばちこんなところかも。

__ 11期
昨秋のベルクハイム行は参加できず残念で

またの機会を楽しみにしています。

*/」油  清 11期

嘲 下 和隆 早苗  "期
11月 に出張でビッッパーグ c利⊃ へ行ってき
ました。きれいな町ですがとても寒い。-7度
:ま冬山を思わせるきびしさでした。

*軸1霧    翻

ほとんどFpuしか仕事ができず申し訳ありませ
ん。印刷は何と力■0日 までには製本に出します。
相変わらず仕事が遅くてすいません。

*齢 蔀   劉

ひと昔?前とくらべめと山へ行く気力、体力共
なくなってきたかなと思いながら、毎回の「や
まざと」で舟田さんや他の皆さんの活躍ぶりに

刺激されて山へ想いをはせています。今後共0
B会の発展にも協力していきたいと思いま九
OB会の皆様もお元気で。今年の冬l時 こ

うと思っています。

杵 もぼち

した。

尋
OB会のお世話本当にこ書労様で九

岳を眺めに大日岳|こ数回通いました。

眸 も会1

…

司 1〔』劇日

OB会行事に参加しようと思いながらなかなか。

勝山からは決して遠くはないと思っているので

すがヽやはり腰が重いのでしょうか、今年こそ

は参加します。よろしくお願いします。

*/州 巳 西 場 の 打 ち 合 わ せ

4月 30日 い0ココス元町店 辰野 舟田 椿川

参加希望返信lal通+役員あたり

現役は5月31日から6月 2日が新トレ

新主将l■40期山崎君  小屋作業鍬 を予定している ′

スポーツ振興課からは昨年同様∞万円の補助金あり   '
辰野さんはお父さんの49日忌明けまで動けず

ダムのポートが修理中。期日噸 方ヽが使用可の確率が高い (結局5月 20日動 。
秋の作業分も見込んで荷揚げをしておきたい。

登山道修復‐―=前進基地を設けないと上部の整備は観

昨秋の
― は 現役がザックを担いでの下山が危ないと嫌がっていた。

秋の作業の下準備として、前進基地までの整備を行う。

患 岡部の都合で日を決定する。

患 辰野で、資材を蹴 。 臨 椿川資材買い出しとダム、搬入

椿りll前日の金曜日午後にポートで節 を運搬、現役に手伝いを要請

舟田、参加希望者に案内を発送

-10-
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*そ
“

わ 後

現役より、御習午後は都合がつかないとの連絡あり。

椿り||さ ん、金曜日に出張力ちヽ る。船頭は水 .本がダメとのこと。

おまけに、 6月 2日 から倉谷・土清水線は8時半から5時まで拡幅工事で通行止め。

ムム、頭抱える一

5月 30日  山崎主将に、新 トレの時ならみんなが集まるのだろうから、講か都合がつか

ないのかきいて欲しいと臨 30万円の補助金がおりるんだよと強調

6月 1日 (日 )辰野・椿川資麻 ダムまで脇 ヽ

6月 2日  銀 鋼麦に4人力通顔ナると臨 あり。

6月 3日 県土木事務所 。道路維持管理課へ、金曜午後車を通してくれるよう連絡。

6月 4日 田村さんの衣装箱届 く。 (ご当人は、 5月 31日来汎 )

ボートが出せるならこれも、滞在用食料も、他あれこれも運んで欲しいなあ―ダム

からボッカとなるとかなリキツイ。もう一オバタリアンに徹することにする。

「 こっちにある荷物も運んで下さい」

次に|よ 現役の出す車というのは、わが家のすぐそばのアパー ト在住の2回生長谷

川君のだとわかる。

6月 5日 夜、積み込みに来てもらい、車賃と人大賃を渡し、「OBのボッカカかい里

だから、できるだけ小屋近くまで運んでおいて」

(一番最初は、「資材」を船着き場の横に降ろすだけでもちかけた言舌でありました

。しかし丁度上馬さんから、ヘルニアの手術の予後が悪くて欠席の返事をもらった

こともあり、「無理せず」「楽しく」のために強引に出ることにしました。

できるだけ多くのOBから会費を集め、現役にも流して、彼等の時間や体力を供給

してもらい、円滑にOB会を運営する一が事務局長の仕事だと自党 )

6月 6日 主将から 時 間がなくて、二部は船着き場から上がった道の横に残っていま

すが、後:ま小屋の下に運んであります」との電話。 5時を過ぎていたので、通行上

めも関係なかったそう。

6月 7日 たしかに、小屋の下にきちんと積み上げられビニールをかけて置かれていま

した。残っていたのは、巻いた波板が 2ロ ールだけざ現役がここまでやってくれた

のかと、皆感謝醜

作業してくれたのは、山崎茂雄君 (3回生 主将)、 高岩伸行君 (3回螢

中野貴巳子さん (3回ω 、長谷川夏樹君 (2回ω

-11-



87初 夏 山 だ 逓ヽ菫シ野 発 幸賠

13期 辰野 隆義

6月 1日 (日 )

椿川君とホームセンター「ムサシ」で待ち合

わせ。今回は、次国の便所建設もにらんでの資

材調達を計画する。何せボー トは秋には使えな

いのだから。

セメント20kg 6袋、 トタン板10枚ヽその他金

ゴテ、針金、他結構ポリュームのあるものとな

った。そのまま車に積んで刷 llダムヘ。建物の

壁に寄せて積み上げ、シー トを掛けておく。あ

とは舟田さんの連絡で、現役がボートで運べる

所まで運んでくれるという。

6月 7日 uD
工学部前に集合。いつものとおリー番近い私

力覇 麦となる。全員揃った所でダムヘ出残

ダムには先日運び込んだ資材は跡形もなかっ

た。さてどこまで運んでくれたか?これで今日

の行動が決まるだろう。何せ社会的には壮年で

も、体力的には老ノ入ヽに近いのだから。幸い、ほ

とんどの荷物はベルクハイムの上り口まで運ん

であった。なんとOB思いの現役達よ !どうも

ありがとう。全員で一つずつベルクハイムまで

運び上げる。

もっともせ酒Eしていたのは、前回完成させた

水ナ易が:無事越冬しているかということであった。

真先に上がったメ、の「ちゃんと出てる !」 の叫

び声に、ひとまず安帆 我が日で確かめてみる

と、水量がかなり落ちている。缶ビールをバケ

ツにつけて、すぐ点検にとりかかる。途中の水

抜きバルプを開けてみるが、やはり出は悪い。

取水場へ上がってみると、金網カゴは砂に埋ま

り、腐った枯葉がカゴの中に堆積している。ご

みを取り除き、再び沢の中にセット.去年の水

量に戻った。やはりこの給水法で正解であった。

今後も問題ないだろう。

今日は,選の土台の補修にとりかかる。石積

みの土台部分は、建設当時のままで、長い間に

モルタノンがはがオ餞 ぐらつき出している石もあ

る。苦闘の末運び上げた砂でモルタルをこねて

団子作り。土台を水で濡らし、そこにモルタル

団子を詰めていく。しばらくやっているうちに

セメントがアルカリ性であることを思い知る。

手がぬるぬるになってくるのだ。このまま続け

ると:旨紋がなくなるかも。気体めに軍手をして

やるがどうなるものやら。

体を動かしながら飲むビールはうまい。とに

かく天夕い よヾくてf■3も はかどる力ヽ ビールも

進む。なにせ10人にビールが∞缶もある。町で

なら缶ビール 2本も飲めない力ヽ 今日は5本も

空けた。アルコール0こ めっぼう弱い穂積までが

同じくらい空けている。

高二郎組も戻ってきて夕食の準備。そして宴

会。例によって13期生 3人ダウン。日村大先輩

はいつものとおり元気。平素の疲労の蓄積のた

め (週のうち3日 が東京、 4日 が金沢の生D、

すぐ意識が途切れてしまい一。

6月 8(日 )

気がつくと朝。皆はもう起きて朝食の準備。

高二郎組が早く出たいと早めの朝食になる。見

送った後、作業開女鋭
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まず流し場の土台となる石を河原より運び上

げる。その数約田個。これを敷き並べ、塩ビパ

イプで排水口をつける。縁も平たい石を立てて

並ベモルタルで固定する。どうにか流し場らし

き形となる。

カマドも、昔のものに石を乗せて、ナベヽ ヤ

カンが上に置けるように調整し、モルタルで塗

り固める。こういう調整が必要なもの|ま吉本の

独壇場。うまいものである。

あとは砂のある分だけ山小屋の上台をさらに

補也 2日間晴天が続いたため、モルタルの乾

きも速い。

一段落したところへ高二郎組が更ってきた。

ご議 キ丸 さっそくビールをどうぞ。ともあれ

喉が渇けばビールなのである。山小屋酒場なら

ではの磁

今年の初夏も予定どおり作業は完了した。小

屋作業に携わって下さった現役の皆さん本当に

ありがとう。それから16期の1り II君、清水君、

田村大先輩、13期吉本君、吉田君、それに高三

郎組の23期鳥越君、18期の樹 |1君、岡廓君、そ

して我等力■5期舟田さん。本当に皆さんお慶れ

様でした。

秋もきっと山小屋酒場は開催されるものと思

います。今度は便所を造りましょう。

皆さんの力を待っています。是非ともご参加

下さい。ベルクハイムで飲むビールは最高です。

B期 吉田 穂積

山小屋作業から帰った翌日、腕k足、腹に、

数十ケ所赤いポッポッができて痒 くなった。

何だろうと思っていた次の日、車の中に置き

放しにしていたザックの上欄 .論m位の鮮紅色

のダニらしきものが動いているのを発見 これ

がポツポツの原因なのかどう力、 また、山小屋

から連河尋ったものかどうかは判らない力ヽ と

にかく駆除しなければと思い、車内を燻蒸する

ことにした。

薬店では「自動車用の燻蒸剤がカー用品店に

あるはずですよ」と親切にも教えてくれた。該

当するものはあるにはあったが [ハ エ、蚊、ノ

ミ等の衛生害虫には効きません]と の表示があ

りくやむなくアースレッドを車内で焚き、一晩

置いた。使用上の注意には、パソコン、ヮープ

ロ等にはカバーをするようにと力＼ 金属が変色

する恐れがあるとか書いてあった。

何の対策もしないままにやった力ヽ 車内の機

器(レーダー探知籐kカ セットデッキ等)に は

支障は起きなかった。

ポツポツは1週間程で治ったが、他の山アl嘔

作業の方々は大丈夫だったでしょうヵ、
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山 /‐J堰辞 西 場 0こ 髪寡カロし て

16期 清水 重仁

山Jヽ屋リフレッシュ会力ヾ可時から山」堰彗酢み子

なった力＼個人的には定かではありません力ヽ 昨

年 5月 に続いて (秋は不参勁 参加しました。

前日に滋賀の実家までたどりつき、当日4時半

頃出発し、工学部前7時集合に、余裕をもって到

着しました。それから3時間もたたないうちにB

Hにいたのだから、制尋までバスを利用しダムま

でも歩いていた当時においては、体内クロックも

相当遅かったに違いありません。

さて、今回の参加者も昨年とほ1鰤甜業のメンバ

ーとなったようです。私はBH回りの補修作業に

加わりました。何も意志表示しませんでした力ヽ

元気組 (?)力 日ヽ道整備に早々と出立していった

結果です。缶ビール飲み放題のもとでの作業とも

相まって力＼ いや、40代半ばとしては当然なの力＼

かなりの重労働でした。そういう訳で、山小屋の

夜の部も8時か 9時頃には早くも開店してしまっ

たようでした。

まだまだやることもあるようですし、酒場を盛

り上げるためにも、もう少し若い世代の参加を望

みたいものです。 (実際、田村さんと鳥越さんを

除いて:よ、私の期十-3年以内の人ばかりです。)

今後の参考になるかもしれませんので、今回実

施したセメントミキシング方法を以下にまとめて

おきます。

1.道黒 材料

砂利、セメント、箭用角網 に00X400)槻

小スコップ、攪拌用鍬、園芸用スコッ八 永

容器(600巧00*2001罰

2.手順

(イ )砂利を飾用角網にて飾にかけるっ本の根

草の根多い。 儲細は辰野さんに聞いて

ください)

(コ )論i糞の砂を小スコップに普通盛りで約12

杯容器に入れる。

(ハ)セ メントを小スコップにやや大盛で3杯

容器に入れる。

(二)攪拌用鍬にてプレミキシングを行う。

(ホ)ジ ョニ黒の瓶に約 2-2.5本分の水を加

える。

(へ)攪拌用鍬にて本ミキシングを行う。 6羊

ネⅢは吉本さんに聞いて下さい)

(卜 )大イ本ミキシングできたら、園芸用スコッ

プで容器の隅の未攪拌分を中心に仕上げ

ミキシングをする。 C暑田は吉田さんに

聞いて下さい)

(チ)団子にして型崩れせず、異常にベチャベ

チャしていないことを臨 微調整後、

使用する。

3.セ メント塗布時の注意事項

既存部分に塗る場合は、あらかじめ水を少し散

水し、湿らせてからとすること。

追記  食事、食当について

メニューはふだん口にできないようなご馳走ば

かりです。食当は舟日さんを中心に、岡部・堰野II

さんの両名で率先してやってもらえ、当方には声

もかかりません。おっと、同期のiblllさ んも何か

手伝っていましたね。

最後に、好天にも恵まれ幸いだったと思います。

事務局、世話役の方、及び資材デポに協力いただ

いた現役の方に改めてお礼申し上げます。

街 田の反省‐いやあ、はるばる参加してもらっ

て、つい登山道の方はきついかな?っ て、確かめ

るのを遠慮しちゃったんですよ。食当の方も、事

前の打ち合わせをやってる気楽さで、つい内輪で

テキパキをやってしまった一。参加した実感のも

てる運営を′とヽがけます。改善された力、 懲りずに

確かめに来て下さいね。)

-14-



18期 岡書6 1中一

埃を被った山期tを下駄箱の中から取り出し、

簡単に身仕度を済ませ、慌ただしく玄関を出る。

途中で16期iUIIさ んをひらい、工学部前へ急い

だ。

集まらたのは、日村さん、辰野さんをはじめ

とする「いつもの顔|である。先程のiり llさ ん

の話では一山内にも、中野にも、清水 ⑭ に

も連絡したんだけどなあ?であったoそういえ

ばlrtも、七間や、坂井や藤森くらいは誘わなけ

ればいけないな。 (遠方の奴は無理かな?)

昨年より3週間遅れの小屋作業の始まりです

(いつも、準備、連絡等苦労している舟田さん

に感謝する):犀川ダムは、苦労してホースや

ェ具を小屋まで運んだ昨秋と違い、満々と水を

湛えていた。今回は秋の作業の分も荷揚げして

おくことになっているのだが、一体どの辺まで

揚がったのだろう。セメント袋0ま以前 《OkD

より軽くなったとはいえあkgは重い。その心配

は■掃した。塩ビの波板 2ロ ールを除き、全て

小屋下のテントサイトまで運んであった。 (現

役の連中に感謝 1)

ハ通 0こ揚がると、水の音。昨秋引いたホース

からはちゃ―んと水が出ています。さすが !

例年にない大量のカメムシの死体の歓迎を受

け、小屋の内部を大掃除して醜

今回どこをどう整備するか
1‐責任者としての

緊轟l猫こ陰1群:L

夢聾鰹響雲垂
う。11111 1

午秘から、丹|、 iUlk脚 11、 鳥越と私の5

名で登島道整備に出発
`昨

年と同ヽ
‐旧道の枝

払い::及び、ツルハシ、クラを蘇った

^テ

.ィ プ

切りをィキう。登山道は昨年 2度η作業の成果が

あり、登山道らしく見える。日につく邪魔そう

な枝を払らていくうちに道巾も満足|も
のに|

る力ヽ ほどほどにしつつ前進を心掛ける。それ

でも80舗地点で予定の4時となり、鳥逆君が日

帰りしなければならないこともあり、引き返す。

上りではあまり気にならなかった傾斜も、下

りでは「ザックを担いでではきついな」になる。

明日はやはリコープを張ろう。今日も途中まで

はロープを担いできていたのだが。椿川と、こ

ことここ、と確認しながら下りる。

小屋に戻ると技術者ぞろいの13期の人と16期

清水 延)さんがカマドを仕上げていた。河原

から砂を運び上げるのがたいへんだったとのこ

と。

舟田コック長の指示のもと夕食作り。焼肉用

鉄板も、米や調味料類も、先の資材とともに現

役に運んでもらったとのことで、またしても現

役0こ感謝。

酒場も盛り上がり、アルコールのビジチも上

昇。現役時代の思い出話が多い力ヽ 飲み食いの

何百倍以上に口が動くのは何といっても田村さ

ん。これに加え、今回1辞青水さんの話がとても

おもしろかった。清水さんの繊細な′t癖勁Ч司え

る話であった 01の 日記の話)。 清水さんの風

貌にはミスマッチのような気もするが (おっと、

たいへん失ネD。 ビールから日本酒に変えたあ

たりから (最近いつもそうなのだ力う 、酔いの

回りが速く、酒場の話も覚えてはおらず、いつ

の間にシュラフに入ったの力＼ 以後はまったく



記憶にありません。 鮫中に小キジ打ちに出、

こけてしばし行動不能でありました。その証拠

の働 ヽ翌日の汗に藩いたのでありました。)

7日、朝蝕 我が登山道整備班は早々に出

発の用れ メンパーは田村、舟日、翻 llと亀

昨日の作業終了地点へと急ぐ。昨日の酒が残っ

ているの力、 上りの足が重い。とそこへ、登山

者が来るではない力、■瞬我が目を疑った沢

紛れもない事実:それも,入、二k二人と、

続々上ってくるのにまたびっくり。この高三郎

に上って来てくれる人がいるのだと思うと、今

この道を整備している自分の姿に誇りと自信が

沸いて来る。「さあやるぞ !!」 と気合を入れ

る。最終的には1よ 5人の登山者に出会った。

時には「ご苦労さん」と声を掛けられたり、「

頂上まではどれくらぃ」と尋ねられたり。後者

には残念ながら、整備は分岐手前の鞍部までで

後はかなり覚悟してとしか返事のしようがなか

った。ここまでの急な登りに皆L様に舌を巻い

ている表情だった。

秋の作業のためのテントサイトをどこにする

か?どちらにせよ886Pか%lPの あたりしかない。

鰤 では低い力、」「いやあまり高いとテン

トをあげるのが辛し、 」「やはり小屋から出入

りすい ?」 「ここまでの往復に3-4時間は

かけているぞ。 2日、 3日 となるとますますロ

スがかさむ」「上の方が圧倒的にブッシュが濃

いもの。これまでみたいな進み方はできないよ」

と、いろいろ考えた力ヽ 田6P付近の平らな所を

テント場と決める。(前なに951哺幅が見え、

眺めもよい)。 作業の結課k3-4張のテン場

を確保する。在りし日、高三郎と」調この鞍部に

あるヮンゲル平にテントを張り小屋作業をした

記憶からは隔世の感がある沢 これも時代。何

年か先はヮングル平であることを夢見て、ここ

をあとにする。

昨日の宿題に急坂に戻り、ロープを張る。先

程登っていった人達に早速役立ってくれるか?

しかし、今回のロープlkOm。 2箇所とちょっ

とでなくなる。次回はもっと用意してこなくて

はと肝に銘じて
~FILす

る。

秋の小屋作業の下準備も出来、かなり満足出

来る小屋作業であったと思う   .
さて、また舟日さんから、今秋の小屋作業に

ついての宿題が来るはずです。天候に恵まな

人手にも恵まれるなら、考え甲斐があるという

ものですカキЪどうしようかな…Ъ

皆さんの協力をお願いしま九
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*多 著 子証郵最

6月 7日 CD
特市7時 ■識師藻合

7」 量ゞ蘭 ・ 5調酵 悩馨轟:(1鍼明))

清水 重仁 α鋤

登山道補修隊 岡部 伸一 α鋤

iUII 敵 α鋤

/」矩百番   耐  日監た (31D

鳥越さんの車で工学部キャンパスに着いたら、

もう重仁さんが来ていた。滋賀の実家を早朝4

時に出てきたそうだ。

「何?これだけ !先細りですか?」

「申し込みはあったんだけど――‐仕方ないわれ 」

大島さんにば町内のアメリカシロヒトリ駆除作

業が入ったし、山本君に1ま調職試験が飛び込ん

だ。野田さんなんか不可の返信だったのを、「

都合がついた」と連絡をくれて、それがまたダ

メになった。私にしても、浅り llの中

重なり、班長だったから班の割り当て分を全部

先に掃除して(町内のうるさい)ヽサマには丁

重にごまをすり、主人は拝み倒し、今朝さらに

掃除し直して出てきた。こんなことをくどくど

言わない皆にしてもそれぞれに無理や不義理を

重ねている。針 鍵 剛 を背負っている

のだもの一仕方がないと言うしかない。それで

も都合をつけてきた人達と、酒場を大いに楽し

むことにしよう。

今年は少雪だったうえに、昨年より1ケ月近

く時期が遅いこともあって、ダムサイトの道は

すでに夏草がボウボウ。ダムにば節台近い車が

あふれていて、倉谷で何か?と思ったが釣り人

達の車だった。        
‐

昨年の田村さんの力作の架橋は一一部はほ

たが‐部は崩れていて、出島の手前のものにい

たってtよ 最後尾を歩いていた田村さん御自身

が■緒に落ちてしまった。ということιよ 前を

歩いていた誰もその橋には足をかけなかったこ

吉田 穂積 αttD吉本 良治 αttD

脚 ll利弘 α鋤  舟田 節子 α5勤

鳥越 伸博 鋤

とになる一 (苦情のもっていきようがないとい

うが)。 善意の橋も、まともなものとなるとな

かなか難しい。田村さんは早速の小屋活糧事と

マークされたよう。

吊橋を渡ったところからきれいに草苅がして

あり、当の

…

だったので聞いたら、

酒多飲日記に出てくる山下さんだった。彼は倉

谷を訪ねてくれる人達のために、ポランティア

で道を開けていらっしゃるとのこと。続いて、

川沿いの優詢Jゞ塁に嘲 場さん

…

り

に来ていらした。スポーッ振興課の尾崎主査の

姉夫婦である。しかとお世話になっている挨拶

をしておく。

現役|こ頼んであった荷物l■J渥:の下にきちん

と積みあげられてあった。おねだりがエスカレ

ートするばかりで内心性龍たる思いのあった私

には、この議実な仕事ぶりにジフッとくるもの

があった。ちょっとした一コマで元気になれる。

この山小屋酒場も盛況とはいかないカミJ爾
場が続いているということ力、多くのOBにと

って元気の素になると信じている一Ъ
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上がっていくと水音がきこえた。「やった :」

である。昨年の力作は磯龍していた。辰野さん

が点検に行かれしばしの泥水の後、大量に水が

あふれだした。しばらく流した像 パルプで水

量を押さえる。

小屋をあけたらギョッ。カメ虫のミイラの山

に、自まだら一Ъ現役時代も小屋開きに行った

けれど、こんなにひどくはなかった。昔は部員

が冬近くまで出入りしていたからか?=週間前

に現役が新 トレで来ているはずだけれど、覗い

たら身の毛がよだったんでは一。ともかく中の

物

…

出し、徹底的0こ制究 白まだらは試

きとれるので、ローソクではなく鳥の糞?と な

ったがヽあとで上馬さんにヘビの仕業と教わっ

た。

この時、得体の知れない越冬物は皆処分され

ることになった。昨年より古いものはない筈だ

がヽ日村さんに何かあってば困るのだ:田村さ

んは

「中を見るのが怖い」 (?)

と言って清掃中は上がっておいでなかった。き

れいになってから

「あ―
は?□日は?」

「ハハーもうないですよ」

転 11時半から登山趨闘卸劇tl日道をめ

ざす。 トリさんが

「ここからは1略 りですよ」

と言っていた。懇 倉谷や高瑯 あるから

世代の離れたOB同士でもつながってしまうの

だ。自由も共通の思い出がある場所だがt何と

いっても万人が登るし、日立公園を自分達の山

とうそぶく訳にもいかない。1渥や高二郎の伝

統は重荷でもあろうけれど、あっさり世代を乗

り越えさせてぐれる― もある。重荷にする

力、宝物にするか―。ともあれ現実の私は今、

仲間と高二郎にとりついている。

(作業については岡部さんの記事を参照下さい)

せっかくの報酬の宴をあきらめてトリさんは

帰宅 明日は町内のビーチパレーの試合があり、

今晩はそのための練習が入っているそう (町内

の貴重な若手人材だものれ その晩磁 倉夫人

の父上のお通夜の報も入ったそうで、やっばり

ご隊がなかったとあきらめがついたそう。思え

ば割 は、本当に自由でしたね)。

さて「初夏」の酒場は山菜シーズンも過ぎて

しまったので、焼肉とトリ鍋がメニュー.ポー

トのおかげで、鉄板やバーベキューセットも運

んでもらえ、メ■ューのパリエーションも広げ

られそう。水場があるのが何といっても便利。

約 1時間の歩行で、食材の猜 ちわ なら、皆

のセカンドハウスとして楽しんでもらえそうに

思う。          |
苛酷 (と いうと、参加者が増えないかも).な

労働と、おいしい食事とアルコニルで、もう瞼

がくっつき始める。コーヒーで持ち直し、よも

やま誌 高村さん達の追悼集のことで、清水さ

んの日記にびっくりしたことを言うと、彼は中

2からずっと日記をつけていたのだそう.

「でも5年の時 0、 僕は6年で2響:したけれよ

5年で川端が金沢から出ていった時に、書くの

を上めました。」

後 日識 檄 は編集長の書労に非常に同情して

くれました。それで、その大事な日記から当時

の学生気質を浮き彫りにしたもの協 まとめ

て、会報に連載することを約束してくれました。

その後日記l出燃やしてしまうのだそうです‐-1奥

様に読まれないうちに)。

泰     (?)の田村さんがなかなが寝てく

れなくて、話相手がいなくなったら今度はハー

モニカを始められた。私達が書話を聞けるのは

ありがたい力ヽ それを同世代の仲間と酒の肴に

できるものならどんなに田村さんも参加のし甲

斐があることか ‐Ъ違う世代との交流も楽しい

けれど、何といっても心寛げる仲間は同世代な

のだから一何とかできたらと思いつつ、ハーモ

ニカと倉谷の瀬音を子守歌に一Ъ‐
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6月 8日

昨日炊き過ぎた御飯を温め直して朝瞼b今日

は田村さんが上へ。lU11さ ん力河渥 作業に回る。

清水さんが帰る前にと、記念写真を撮って作業

隊は出発6私も飯炊き女に徹してみたいがヽ 何

といってもスポーツ側 に幸日告してくるのは

私、現役
`こ

作業状況を連絡するのも私となると、

やっばり現場に出ていたい。高二郎の連チャン

をやれるうちが華 !と、カメラ、黒 篠

水打 ックに詰めふ 、

(こ のあたりも岡郎さんが書いているので鋼

この日は15人近くが登ってきた。分散呼前で

どうする?になるだろうな。といってこんな0
B隊 4人 (さ らに内訳は女 1、 還暦過ぎ1)で

どれだけのことができる !椿川さんがはねかえ

った本で鼻の下を切ってしまった夕写熟上まっ

たものの一1先日来、とても気になっているの注

こんなボランティア作業に出てきて、怪我をし

ても、物好きの勝手でしょにしかならないのだ

ろうかしただ「やろう、やろう」ではなく、傷

害保険とか、何らかのフォローをきちんとやっ

ていかなくてιた

小屋に戻ると立派な流し台ができており、カ

マドも補修されていた。次回は絶対釜炊き栗飯

の登場である。お昼は豊富な水を利用しての素

麺し初夏にはグーのメニューだった力ヽ これま

で誰も小屋で― 食べた記憶がないという。

これからもいろんなメニューを楽しんでいくこ

とにしよう。現役にもすべて」、屋への寄贈品で

自由に使って下さいと言ってある。小屋を利用

しての思い出を持った人がくまた小屋を大事に

してくれるようになるだろう。

辰野さんが便所構築のための採寸をしておい

でた。■颯 の入口の壁を利用し、もたせかける

形で便所にする。水を引っ張ってきて、使用後

にノウレプを開いて流す簡易水洗式お今の利用人

数であれば、自然の浄化力任せでOKというこ

とだった。辰野さんも大島さんも水回りはプロ

中のプロ。ド素人の現役ばかりでもやれた時代

はそれはそれで良かったのだし、今は現役にパ

ヮーのなくなった分、プロの技術を持つOBが

育っている。なるようになるもんだなあ。疎還

であればあきらめなければならないことが、資

金で協力してくれるOB、 技術で協力してくれ

るOB、 時間と体力を提供してくれる現役と、

連絡をとりあうことでやっていけるのだ。

明日戻るのへ いつ戻るのか定かではない田

村さん用にJ渥の内部を整頓し、施錠してJ渥
をあとにする。かつて、おそらくこれが最後と

小屋を後にした日があった。さあ、また今度と

あとにできるこんな日がきたことを快い疲労の

中で感謝していた。

「またこいや。」田期旺善君ぐ99州塾隔氣D
が残したドアヘのメッセージlよ BHの精神そ

のものなのだ。

ttv, (vr9rtx+)
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犀 ノI陽諸 課 財 木 生 物 遺 イ云 資 源 イ呆 存 林 の 設

定 をヒ 高 =二 郎 LLJ登 山 道 の 整 備 0こ ― い て

森林生物遺伝資源保存林とは

林野庁では、平成 8年度から9年度にかけて、全国で 13か所の国有林に、「森林生物

遺伝資源保存林」を設定することにしており、犀川源流 もそのひとつになっている3目的

は、その名のとおり、森林に生育・生息するすべての生物を遺伝子資源として保存してい

こうというものである。

ところで、林野庁の特別会計は、伐採 した木材を売った利益で職員の給料を払い、また

造林するという独立採算制が破綻をきた し、莫大な赤字を累積 していることは周知のとお

りである。 しかし、一方では、森林が果たす国土保全機能に対する国民の認識も深まりつ

つある。今回の保存林の設定は、そういった森林の保護を前面に出した、いわば、自主規

制ともいえる措置なのであるが、実は、同様のものと tン て、既に「森林生態系保護地域」

が、自山や自神山地などに設定されているのである。今、また、保存林の設定という"花

火"を打ち上げるのは、林野庁に対する行革の風当たり (環境庁不要論もあるが)に関係

があるのではと勘繰りたくもなるが、ともあれ、悪いことではなかろう。

大阪営林局の調査に同行

犀川国有林を所轄する大阪営林局から、県自然保護課に現地調査の同行依頼があり、私

が行 くこととなった (白 山自然保護センターの上馬さス′(15期 )が行 くことになっていた

のだが、都合が悪 く、 3年ぶりに自然保護課に戻った私にお鉢が回ってきた)。 もともと

犀川源流一帯は、県の自然環境保全地域に指定されているということもあるのだが、要は

現地に詳 しい者に来てほしいということであった。

1回目は高二郎山である。当初の予定では、新道の砺倉分岐までの往復であり、また、

県議会の会期中ということもあって、私は行かないことになっていた。ところが、山頂ま

で登る計画に変わり、金大の山小屋に泊まりたいということになったc先方は小屋の地主

であり、頼まれれば断りきれないのであるが、一人仙人みたいな人が住んでいると言った

ことが、いたく相手を不安に陥れたようで、結局、私が行かざるを得なく?な ったのだ。

6月 23日 の夕方、ベルクハイムに入る。一行は、大阪か らの 2名 と金沢営林署の 2名 に

県森林管理課Y氏、金沢市林業振興課M氏を力Eえ た計 7名。事前に舟田事務局長に小屋の

使用をお願いしてあったため、田村イ山人は首を長 くして待っておられた。ビールを飲みは

じめてすぐに、田村さんは炭焼きの可否を尋ねられた。酒の席ということもあり、局や署

の上司はおもしろがって、担当の若い森林官に「お前に一任する。明日からここで勤務せ

よ」などというばかりで、いったいどうなることやら・・・。ともあれ、楽しい語らいの

夜は、田村さんやY氏 (私 も悪のり)のハーモニカが止めを束1し た。

翌朝、田村さんは早 く起きて、レトル トのご飯があるというのに、飯を炊いて くれた。

ほとんとが二日酔状態で旧道を登る。春の小屋作業に参加できなかったこともあり、未整

備区間では、できる限リナタをバ、るった。先頭の私が立ち止まって伐り出すと、後続の営

林局・署の面々もナタを抜 く。最後尾の田村さんも頑張っておられたのだろう、我 が々頂

上で昼飯を食って下りはじめたところで、ようやく出会った。帰 りは、途中 2か所で略式

の植物調査をしつつ、新道を下るc荒れているそとさんさん脅か していたのに、分岐の赤

布に記されていたイニシャルの人たちであろうか、若千ではあるが伐り払ってあり、案外

歩きやすかった。 しかし、前半の無理と水不足がたたったのか、最後の下りの辛かったこ

とっやっとの思いでベルクハイムに至1着 した。一息いれ、街へ出る予定を変更 して小屋に

残る田村さんを後に、ダムヘ下った。だれもが、田村さんとベルクハイムに、称賛と感謝

の言葉を発 した。そして、田村さんも今回の来訪を喜んでくれた。私は、与えられた任務

をまっとうできたのではないかという思いに、疲れが満足感に変わるのを感していた。
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真を:F』IF,lli:lil[i[il言
F銅瞥たレ疏r讐:貰L奎野墓鼻量慮員碁危

見越山、奈良岳を往復 した。梅雨の最中、雨を
覚悟 していたのに、今回 も晴れ。 しかも、この時期のこのコースは以前か ら歩いてみたかったので、山に向かう気持ちは、高二郎のときょり前向きであった。大門山分岐までは、
昨晩のどぶろくが効いて、足が気持ちについてぃがなかったが、前回にこりて水はたっぷ

][言iJ言嘗ζ][II(Jを [警Ilittr[ビ
沓ふ[ξl:意曇『得Ь曇督1倉「

卜道として整備 したものである。
調査としては、本県ではごく限 られた生育地しか知られてぃないタテャマ リンドウを見越山で発見 したほか、ギョゥジャニンニクやヒメシャガなどの希少な植物 もいくつか確認できた。現在、高二郎の分と合わせ、 20o種余りの植物 リス トを作成中である。

ワングルとの関わ り

さて、この調査に先立ち、舟田事務局長から手紙をいただぃてぃた。それは、そもそも登山道とは、だれが維持・管理をしていくものなのか、現在、我々が取 り組んでいる高三
郎での登山道整備に、営林署などから何らかのバックァップが得 られないかtと ぃったこ
とについて、機会があればきぃてほしぃとぃぅ趣旨であったと理解 してぃる。

もちろん、営林局や署は、管内の国有林を広い意味で管理することは当然である。現に
新道登り回の金山谷出合にある小屋 (田村さんによると、松任在の人が建てたもので、体日に山菜取りやイヮナ釣 りにきており、怪しい人物である。もっとも、あちらもこっちを怪しいと思っているだろうとのこと)については、土地の無許可使用であり、対処 しなければと重っていた。また、私 も現役時代、アルバィ トで犀奥の国有林界の標柱をブッシュ
を漕いで探 し出し、回りを刈 って赤ペンキを塗るという作業をしたことがぁる。そうした

炉]層了』量2[定:計[雷?唇爆馨海塁籍言冒事言百;皇量をLなた進奮言Fi警8合
とは、自山でも同じことで、県は中宮道や釈迦新道などの国有林内の道や避難小屋の敷地を正式な文書により借り受けている。したがって、その管理責任は県にあることになる。

で行われているのなら話は月Jで あるが、そうではない。営林署とすれば、道があればそれに越したことはないが、自らが積極的に設置し、維持・管理する軍はないとぃぅことである。それ
`な

今回の遺伝資源保存林の設定で
もわかるように、 もともと、犀川源流は保健休養も含めた利用面を考えてはぃないとぃぅことなのであろう。私が、昨年、営林署に出向いて了解を得たのは、登山道整備のために
必要な木竹の伐採についてでぁり、 「もとあった道の再整備であるから、文書での許可申請等は不要」との回答を得たというに過ぎない。

それでは、高三息6の登山道の維持 ,管理責任者はだれか。それは、私の理解では、不明としかいぃょぅがない。多分、もともとあった炭焼きなどのための柚道を、ヮンゲルが整
備 したのであろうЭ金沢市か らの助成にしても、市が設置 した登山道の整備に対 してではなく、市民のスポーッ・ レクリェーション振興のためにボランティア活動を してぃる団体

喜2憲辱圭呉雇昌看森暮8:重み写|ITぁ李融ょ[1ま Iぇ「掌:;貪響を言寒ff譜昇まで、自主的な活動にとどめておくべきだと私は思う。
登山者の不注意による遭難やケガにまで、登山道の設置者や管理者の責任が問われるというのは馬鹿げているし、そぅぃぅ風潮は嫌いであるが、そうはいって も無視できる問題でもない。事実、危険箇所への立ち入り禁上の表示がなかったために、起こった事故の責
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任を取 らされる例は少なくない。これは、山に限ったことではなく、抽象的にいうなら、
個人の自由、権利、責任と社会との関係のあり方といったことにつながる大きな問題では
ないだろうか。

余談であるが、私が石川県庁に勤めることになったきっかけが、実はこれなのである。主将を してぃた年の小屋作業で、高三虫6か ら見越、さらに大門、奈良がつながった。さっ

ittilili急[言:[;言1:言8:書
業

'象

言重纂基基ままら々〒曇会:百賣言醤
まいけないんだよ。君達のやったことは決して

悪いことではないんだが、新聞に出されては困る。それに、大学のクラブという流動的な
組織で、ずっと道を維持 してぃけるかね。 もし、道が荒れたために遭難事故が起こったとしたら、責任問題になる場合もあることを

言讐喜戴営えおじ賂圭ilて
ヽいくつかの資料をもらい、自然保護行政という仕事のあるこ

ところで、事務局長の手紙には、もうひとっ、高三郎の山頂からの展望がよくないことに関 して、 (伐採等の)規制をどのように解釈すればぃぃのか ?と ぃぅこともあった。こ
れについては、"余談"で述べたとぉり、県の自然環境保全地域 (概ね分岐から県境稜線までの一帯).に指定されており、許可なく木竹の伐採を してならないことが条例で定められている。つまり、立ち入ることまで禁 じているのではないが、自然の保護を目的とした
地域指定であり、眺望がいいとか悪いとか

学関係のない話なのである。そのあたりが、保
護と利用を目的とする自然公園 (国立 。国定・県立)と は、似て非なる趣旨の法に基づい
ている所以である。それでは、分岐から上は道刈りもまった くしてはならないのか、と問われれば、そぅとも言えない。とぃぅのは、昨年、伐採の許可申請をする方向で、自然保
護課の担当係と一応の協議をしているか らである。 しか し、問題は残る。果 して、ヮンゲルoB会としての申請で通るのか、いゃ、そもそも許可申請という行為をすべきなのか。
今、 もう一方の当事者にもなってしまった私は、 20年前に言われたことを、今度は自分
で自分に問いかけている。まったく、因果は巡るとはよくぃったものである。

おまけ―今後の高二郎登山道整備についての私見
長々と要らぬことも述べてきたが、一ヮンゲルOBと しては、これまでの方針どおり、

高二郎の道を整備すればよぃと思う。 もちろん、違法行為や後々の トラブルを避けるため
に充分な配慮を要するし、維持 。管理の問題についても考えておく必要はあろう。ただ、
そのあたりが明確ではない山道が多々あるということも、また、事実である。

今後の整備の方法については、旧道836m地点に前進基地としてのテントサィ トを設けた
ということであるが、そこまでの水を含めた荷揚げを考えると、その方法がよいのか、私
には疑間である。我々が今回の調査山行でやったょうに、山頂まで刈り払いながら登ると
いう速攻型でも、ある程度人数がそろえば、む しろ効率的ではないだろうか。登山者の身になって考えれば、濃密なブッシュの区間を残すより、完璧ではなくとも均一に歩ける方がよいに違いない。前述したとおり、あの新道でさえ、少し手が入っただけで、随分と歩
きやすくなったょうに感じた。また、せっかく快適な小屋があるのに、最大限利用しない
手はない。

なお、新道のヤセ尾根は雪がつかないので、 5月 中旬のシャクナゲのころでも作業は可
能である。いい時期に登る楽 しみもあっていぃと思 う。
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登 山 道 を 考 え る

<■様はハダカだ !>

登山道が途中で消えてしまった。藪をかきわ

ι九婚泉′日栞しヽ ああこの道は既に廃道なのだ !

とあきらめかけると、途端「大通り」に出くわ

九

種あかしは「行政区が違う」なのだ。O境を

はさんで、舗装道路が砂利道に変わることもよ

くあるがヽ一応道は続いているし、脚 ばな

るほどの標識だってある。

しかし、登山道でこんな「行政区が違う」を

やられると、まさに選難しかねない。

そんな遭難の責任まではとれない一という訳

で、どの道がどこまで整備されたか?の情報も

公に流されることは少ないよう洩

「登山道は生き物」一‐ガイドブックにまとめ

るまでにもTHlは経過してしまうし、動

村に事前に問い合わせるよう、どのガイド本に

も付記してある力ヽ 現実にはそこを実際歩いて

いるような担当者はろくにいない。「わかりま

せん」だの、手入れをしたの確報がない限りは

廃道状態のままとの返事が無難になってしまう。

そういえばやたら通行上の林道も増えた。雪

解け後の、あるいは梅雨明後の中

らないうちlま とりあえず「通行日 なの洩

その表示を出しておけば行政は責任を免れる一

私達の方は毎度「本当の通行止」か「仮の通行

止」か?勘繰らなければならなくなる。

つまり「ありのままの情報Uが欲しくても、

最近は「            しがヨこ入

らない。

「高二郎」以前に、まずそんな社会に私達は

生きている。インターネットだ情報社会だと騒

いでいても「王様はハダカだ !」 の情潮が続せ

ない社会へと、私たちは進んでいるのだ。

く登山道は識が?>
法律だの、条例だのがある。そんなもの隅

々まで知っているのはその筋の専門家ぐ)い。

まして「保全」と 印蒻目 の剛 lkさ らi「特

別」がつくと、どう違うのか、どこから湖全

地区で、どんな明快な根拠があるのか‐一殺人

には判らない。おまけに「法律上はそうちて

いるが|‐‐」とへ  「申請を出すべきか…_と な

ると、ますます判らないうえに、一体何佐め

の法律か?と首をかしげてしまう。

この手の条例で規制すべき人種達は、1囲鷹

欲で巧妙に活動し管理の目を免れている。そし

てまともにお伺いをたてる書意のポランティア

にιよ 条例を楯に冷やかなプレーキ赫 る。

・巡視路の無 通宣やってもらえ賄 り難

い 。

。しかし公表してもらって州困る。難 はとれ

ない。とる立場ではない。

・規制をかけてある。大々的にやれ聞戴輝子為

である。

・もちろんバックアップなし。物好き麟 き

に伐開をやって傷害他のトラブルがらっても

それは「物好きの勝手」

事務局の私lよ この最後の詢 かかり、

この点を明らかにしてはしくて、構さんに、も

し話題として出せるものならと体瀬した。しか

るに確認できたのは

"年
前とれ ず、前記の

3点まで。

栂さんは、この問題に対して外から内の立場

に変わった。曖昧にしか答えられない立場が身

に滲みているだろうし、3枚の原稿でも語りつ

くせぬ思いもあるものと思う。つい、気安さで

頼んでしまったことを悪くも思うけれど、心あ

るOB、 現役なら隔 二郎の登山道とは?」 が

ひっ力功 るヽだろうし、現役の立場で究明し難い

ものであるなら、それこそOBの立場、人脈か

ら何らかの答えを引き出したい、改善したいと

願ってのことだった。

1醐
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所詮、高二郎に登りその手で鈍を振るえるよ

うな方達は、私見を抜露する立場でもなく、改

善を約束できる立場でもなかった。

「登山道は誰が ?」

「ポランティア整備へのパックアップは?」

「分岐から上の整備への規制は?」

といった今後への展望への指針を何らつかめる

ことなく、.営林局の調査山行は終了してしまっ

たのだ。 1

「責任のがれのからんだ脚 レベルでなら

「廃道」と記述するのが妥当である高二郎の登

山道の明状ぉそんな道の整備に感謝状がくるど

ころ八  「道の整備をさせて下さい」と許可申

請をしなければならないなんて一.

山村はなぐなり、生活道路として維持されて

いた山道に手をかける人もいなくなった。それ

なのに、お人良しをあてにしたような許可申請

システムは残り、ポランティアパヮーを活用し

ていこう、支援しようという姿勢は生まれてい

ない。

河川にした所で鑑札を売り、釣り人への還元

施策を行っているではないか。登山道は無料の

発想そのものがもう時代にそぐわないのだ。中

高年登山者は快適な装備と劇限ιこお金をか1大

本もビデオも揃えている。自黒で当たり前だっ

たガイドブックがどんどんカラー化され、それ

でもベイしていぅのに、登山道だけは無料で、

整備してあって当たり前剛 しているのだ。

IEArあればとっくに破産している日本の行

政は、かつてケネデイが言ったように「国が何

をしてくれるかではなく、我 が々国に何をでき

るか」へと、民主主義を問い直さなければなら

ない所に直面している。それは細かい施策の中

でも、民活、ポランティアの育成へと反映され

てこなければならない。

登山道整備基金の創般、行政の中での窓口設

置k稽観駄 維持、連絡、慶醜 f致集団が大きく

なれば安くできるはずのポランティア保験ぉそ

んなパックアップがあれば、もっと多くの人が

自然を財産とする動 でヾきるだろうに。

くそして、高二郎>

部は変わった。もう音のような「ハイ」で動

くような兵隊はいない。車力波 えても、倉谷は

かつての徒歩で通うより遠くなった。鎌も鈍も

使ったことがない若者達に、登山道整備は現実

離れといえる体験なのだ。

そう、あの頃よりOBは
'曽

えた。数字の上で

は 隅 を超え、金沢近辺に3分の1は住んで

いる。しかるに多くのOBには「山」は過去の

話で、それに「整備」がついたら、異次元の話

になってしまう。

「山頂まで刈り払いながら登る速攻型」をや

れるメ澗 とは誰のことで、「ある積 のメJいヾ

そろえ」られるとは、どうやったらそろえられ

ということなのか?おうかがいしたい。もっと

現実をみてはしい。今必要なのは、そんな理想

論や架空論ではない。

人が掃除し、水をひいた快適な小屋で泊まり、

整備し終わった分岐までをあっさり通過し、そ

の後が‐日で通遇できたから、あとの整備も一

気にできるはずなんて、どうしてそんな安易な

区い´導 けるのだろう。かたや、給料をもらい

職務として山に入り、事故にも相応の保障がつ

くだろう力ヽ かたやは休日をつぶし、あるいは

休暇をとり、ボランティアで山に入ってくれて

いる。無理せず、本人にも楽しく、着実にやっ

てもらえれば一それでも事故があったらと私は

フトむ痛めているというのに、一Ⅲ創動ヽ そんな

速攻型で一気に道を開けと指令できる立場に立

てるというのだろう。現在の日程は、一応CL
の都合を優先としている力ヽ 現実には■HE休暇

をとっていただいてぃる。本当にやる気があっ

て、単にその日だけ訛 動藩 いのなら、他の日、

もちろん、シャクナゲのきれいな時期にも自由

にメ可り開けに入っていただいていいことだ力ヽ

そんな4慟を耳にしていない。ようするに私に

は、栂氏の私見は何の提言とも受け取れなかっ

た。
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高二郎とどう関わっていく力、 こんな曖味さ

をどこまで受け止めてやっていけるのか?指針

を立てねばならない。

まず現役にとっての高二郎の位置づけは?

新トレは、奥三方と医王山が選ばれたことがあ

る。奥三方は奥池林道の崩壊で蒙 まいし、医

王山は県立自然公園となり、さらに公園化が進

むことになった。合宿につなげるだけの幕営生

活が周囲への気づかいなくやれて、登りごたえ

があって山頂のフラッペの楽しみもあり、市街

からもそこそこの蘭離となると、なかなかある

ようでない。節 にいやいや縛られてきただけ

でもないのだ。

利用するのなら、周囲がどうであれ、利用す

るだけの整備を行っていけばょい。がヽ はつき

りしているのは、整備をその年にやるかやらな

いかはその代の自由であっても、やらなかった

ら次の代はその利息分まで整備しなければなら

なくなるということだ。つまり、完全に手をひ

くのでなければ、実際には毎年整備していくを

部の指針とするしかない。

スポーッい らの30万円はヽ ありがたい

追い風だが、彼等の方もあくまでボランティア

ヘの支援であって、お金の受け渡しをはっきり

させること、仕澤をしたという証拠を提示する

ことのみ。指示は出さず、責任ももたずの立場

である。

今回、高二郎にまつわる曖昧さをはっきりさ

せようと試みた力ヽ 昔のままに曖味であること

を確認するに終わった。こんな曖味のままと心

得て、現供 OBへ J渥拠陽はヽ 制 との

関わりを考えていかねばならない。

フ イ ン シ西 多 歓 :日 記 総 括

金沢大学ベルクハイムにて

ヮイン洒多飲

色即早電 空即れ

物質の極限は「超弦」であるというのがほぼ

定説であるがt超弦の長さは10淵 と言うごく微

細なもの。存在していても観測出来ない。従っ

て「空」である。これが観測できる 随」 を形

成している。

今、峙        することに

やっきになって取り組んでいる。数式イヒするこ

とが自然科学である一つの条件であるがくはた

してこの理論は数式化出来るだろう力、量子カ

学を超弦理論に置き換えることが可能か?各量

子は弦の振動の状態として表現できるだろうれ

無限大が現れて理論に破綻を来さないか。

自然闘癒歓り轟静激式などで菱見J耕宛い

ものかもしれない。真理は単純であるが人間が

複雑に考えているだけなのかもしれない。

人間の生き方にしても素朴が‐番良い.釈迦

もイエスも教えたことは単純で素朴である。人

間の社会は傷職性 Ccomplextylに 向かう。故に、

単純さや素朴さが軽視されやすいがヽ複雑さを

形成するのが単純な繰り返しであることを忘れ

てはならない。
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田村教祖様の呻 にド、分厚卿 響
が納められておりました。きけば昨年ものし

たワイン酒多飲日記は 生涯初めてつけた日

記であったとのこと。そして今回はいよいよ

60Tの波瀾開文の半生を、倉谷の静寂の地で

まとめてみる一とのことでありました。

ところがヽ まあ、何でありまして‐‐‐原稿不

足に悩む編集長は「いきなり大作をと思うか

ら筆も重くなるのではございませんでしょう

か?この頃の小説家lよ 断 書き溜めて

それが後には大作にまとまるようです。会報

毎に少しずつ、思い出を語ってみるのもコツ

なのではないでしょうか?」 とご進言。

「すぐ乗るタチで」と早速送っていただきま

した。まことに有り難いことです。

そんなふうに、気軽に青春の一コマ、日常

のエビソー・ドなどなど‐―多 くの皆さんに語っ

ていただくとうれしいのですが‐。

1原 稿 求 む !

万 年 大 学 生 の す す め

0期 田村 昭夫

Ist das das Leben?  」a,noch einmal!

(こ れが生だったの力＼ よし、それならもう一

度 l)と云うニーチェの言葉に私は励まされた。

息子が来年大学進学の年齢を迎えるのを機会に、

私はもう一度学生に戻りたい。そして物理や数

学を学びたい。クラブは無論ワンゲノLそ して

死ぬまで学生の身分でいたい。

考えてみれtよ 大学とは知的遊園地が本来の

姿である。英語のschool喘婦 はラテン・ギ

リシャ語のschola(余職 に由来する。停年退

職者が暇を持て余して知的刺激を求めて集う場

所力難 である。断じて20歳前後の若者達だけ

に独占させる場所ではない。税金によって成り

立っている国公立大学は特にそうだ。学びたい

者は誰でも入れる場所にすべきである。少子化

の進む現在では尚のこと、大学の生き残りをか

けて、社会人入学を促進すべきである。

どうでもいい力ヽ わが金沢大学はなんと不便

な場所に移転したこと力、学生が角間まで足を

延ばすには相当に覚悟のいることである。教授

も魅力ある講義をしなければ学生は集まらない

だろう。楽問 ∽ くヾもん)を愛する諸君 !

noch einlel!

ゴヒ
`D者

椰σD理興い 召じ  (I)

…

究

0期 田村 昭夫

去る6月 6日 の夜k工学部の前で野宿してい

ると、物質化学工学科の上国教授に出会った。

転 私達がお世話になった当時の上田俊二名

誉教授に、私が又金沢に戻ってきたことを連絡

上田先生には卒研で大変お世話して下さった。

になり、奥様0こ も下宿のことで御レt画]かけた。

その晩は先生のお宅で泊めてもらうことにな

った。ビールを飲みながら、先生は京都での学

生時代の思い出話をして下さった。

上田先生の卒研は、石橋雅義先生 (元金沢大

鵠 の下で分析化学を修められた。卒研の締

切も間近に迫ってようやく有障 の合成が出

来たと云う。従って鋼 力沙 なく、データ

の量が不足して論文の枚数も少なくならざるを

得なかった。

「字を大きくそれで上田君は一計を案じた。

結果は大成功。すれば論文の枚数も増える」と。

石橋教授から「君の論文が一番読み易かった。

他の学生達のは字力湘かく長過ぎて、読む気が

しない」とお誉めの言葉をいただいたという。

石橋教授を上田教授に、上国君を田村君に置

き換えたら、そのまま私の思い出話になるので

ある。
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北 の 者5の Jttξ し 出ヽ  (Ⅱ )

1学 部 食 堂 委 員 会

机の引き出しの下から1964年 1月 に工学部食

堂委員会の行った「嗜好調査書」が出てきた。

当時私は食堂委員会の「味見委員」という要

職にあって、日夜、学食の改善に関心していた。

味見委員の仕事は厨房に自由に出入りし、飯を

只食いして文句をつけることだ。私にとってこ

れ以上のはまり役はなかった。

当時の食堂には 5、 6人のおばさんが居た。

ある時、カレーライスがどうも酸っぱい妙な味

がするので、作り方を聞いてみた。おばさん達

が云う0こ |ま

「学生さん達はカレーライスにソースをかけて

食べているから、はじめからソースをいれてカ

レーを煮込んだ」

とのこと。私はおばさん達に

「香林坊のレス トランで本物のカレーを試食し

てきて下さい」

と云って金を渡した。おばさん達は喜んで出掛

けていった。

次の日私が厨房に入ってゆくと、おばさん達

が皆、私のところへ来てお礼を云う。

「昨日、香林坊の不二家でカレーを食べてから、

作り方を教えてもらったがや。今日からうま―

いがになったじ、食べてまっし。」

とのたもうた。

9 7生 昇碁菱 ■ 5莫 月峯螢幸裏響野

一 伊 吹 山 高 原 キ ャ ン フ 舞

<幹事は会報への報告もって任務終了とする>
と、勝手に決めたのはいいけれど―里ン|キ ャン

プの準備に奔走した宇野さん夫婦のことを思う

と、これ以上のノルマはお気の毒で一。それに

これから原稿を待つと、秋のだ優罐場の連絡が

つかなくなるかも一。せめて、語調を変えて、

報告致しましょう。

昨椰例嗜 で、いつものように「素面のうちに」

次回幹事を宇野氏に決めて、宴会に突入。その日

から彼はある知恵も、ない知恵も絞っていた訳で

す力ヽ 二世達も親離れを始めた今、このあたりで

一丁キ■ンプでもやらにゃあ、ただのオジンとオ

バン軍団に成り下がる一カヽ 華の15期に彼が抱い

た危機感でありました。かくして「伊吹山高原で

キャンプをしよう |」 の大本営発表lま高らかに打

ちならされたのでありました一。

それぞれ事情のある方を除き、大ノ入20名、子供

10名の参加が確定:しかし、これもいつものよう

に、というよりいつも以上に夏休みが近づくにつ

れそれぞれの都合がでてきてキャンセノ1/1目次ぎま

した。仕方がないと:ま思うものの、多くの方に喜

んでいただけるの力囀 事のやり甲斐ですからねえ

―野外のたいへんさを覚悟で取り組んでいるのだ

から一層がっくりの一時もあったようです力ヽ ス

ーパーマン宇野氏は気をとりなおし、最後の直前

確認にホ青を出されたのでありました。

8月 2日 、台風後のぐずぐず天気もようやく一

段落。夏らしい日差しがじりじり照りつける米原

駅にまず集合。前回から半年。その間には、高村・

石田両君の追悼集編集に結薇畠各村千き来した事

もあって、久し振りという感じがしませ′た。今日

のために、 6人乗りに買い換えたという車 2台を

合め、車 4台を連ね副次の買い出し。目指す伊吹

山は猛暑に霞んでおりました。

ゴンドラ手前の駐車場に車を収め、唯一現地へ

直行の舟田さんちのノマドに高張る荷物を乗せ、
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あとの団装は手分けしてゴンドラの人に。宇野夫

人は先に3合目に上がり、テント確保をして待機

しておいでました。

(ン年前に彼が来た時の記憶では、3合目までの

林道状況が悪く、‐般車での通行は無理と判断。

ところが一テントサイトヘは続々と車が上がって

くる時代になっていたのでした。先行した夫人は

これを伝えようと夫の携帯電話を何度も呼び出す

も一。でもゴンドラはゴンドラで高度感もあって

好評だったようです。

今後のために。 3合目まで一般車も上がってい

ます。伊吹高原からも、携帯電話は使えませんで

した。)

石川県の山を走り回っている舟田さんちの方は、

あらけなくキャンプ場についてしまい、ずらりと

並ぶテント群にびっくりしておりました。御前峰

を拡大したような斜面をぞろぞろ登っていく人達

力ヽ カメラの「あおり」で覗いているような感じ

で見上げられました。見下ろすかっこうのゴンド

ラ高原駅からは、15期の書男善女が上がってくる

所でした。

まず広げるものを広げて 一とタープ設営にかか

ります。テーブルを広t六 冷やすものはバケツに

つけて一。綺子に座ってホッとすると、さすが高

原の爽やかな風を感じることができました。宇野

さんから、今回の企画の経過や、あとの予定を聞

きます。夜行登山をする「物好き」は舟国家御一

行様だけのはずでした力ヽ 明日は山岳マラソンが

あることや、この署さでは日中はきついぞで、皆

で 2時起きにチャレンジしてみることになりまし

た。何しろこうしている間もぞろぞろ登っていく

し、ゴンドラは終日退葬云になっていて、どうもこ

の山はワンゲル仕込みの感覚ともずれているよう

なのです。

と、一組の父子力溺 。16期清水重仁さん親子

でした。ガヽ屋酒場の時お誘いしたのを、都合をつ

けて来てくね′たのです。さらに午前中はまだ診察

をしていたという祖父江さんも登場。これて大入

14名、マ撲 7名の参加者数となりました。会費支

払いの段では、いくつまでが子供か?で もめたよ

うです。その件は、OOさ んちの子供なら、20歳

を過ぎても子供なのだと決まりました。 (そんな

歳までついてくるか |)そんな子供じみた親をよ

そに、本物の子供達は虫取りをしたリテントの中

でゲームをしたリー。

さて、キャンプならではのバーベキュー。楽し

みでもあり、まあテレビも何もないとそれしかす

ることがない面もあります。こまめな働きぶりを

子イ共にびっくりされているお父さんもいました。

3台のバーベキューテーブルを並´ヽ 今はくっき

りと晴れ渡った伊吹山をパックに乾おこ ここに集

えた人もいくつかの無理や不義理をしなければな

らなかったと思います。それでもよかったと思え

る一時―。早々にヒ:― ルがなくなってしまいまし

た。ロング缶24本にまだそれぞれの持ち込みが何

十本かあったのに。そのどれだけかを飲んだ清水

さんはじきりと高|すさんに訴えていました。BH
に掛けてあるあのボロボロの赤布をどうかもらっ

て欲しい一。何より高村夫人が参加すると聞いて

彼は是非とも伊吹山へと思ったそうです。揃って

あの赤布 (白山一BHPW完全縦走記念)の前で

お酒が飲めたら一何度でもあの時のことを楽じめ

たのにね。そんなことがかえって私達をつないで

くれているようにも思えます。そういえば 1週間

後に横井さんの3回忌もあります。宇野さ/tと 佐

野さんが出席してくれるということで、寸志もそ

の場で集めました。
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山が暉いて、それから色が沈み始め、星力輝舜き

出して一それでも、次から次と/2‐山者が一。いつ

もなら深夜宴会になるのに、今回は「明日は2時

起き !」 「登らんのは、朝食を用意すること !」

で、早々にテントに収まったのでした。

(尚、私めの連れ合いは、パーベキューも口にせ

ず、テントにも泊まらず車中泊。何分「職業病」

で、付き合いの悪さはご勘弁下さい。女房の同期

会についてくる点は感さしてやってれ )

8月 3日 。「 2時だよ一」。意外に子供達もさ

っと起き、「おなかすくよ」で飯金飯のお握リー

昨日よりますます固くなった 儲助 の`水加減のせ

いという噂)お握りを素直に食べていました。舟

田隊長を先頭に、懐中電灯がポツポツ点滅する伊

吹山ヘゴー。満天の星に、上がる程に広がる夜景

力平可ともグー。大人達の方は「 2時起きだの、 1

時起きだのってやったねえ。」「 3ビ ッチロぐら

いてやっと′陵電がいらなくなったり」と、山に登

って一層思い出にひたっています。子供の日から

「気持ちがよかった」「山はいいな」力蒲建 たい

ものだけれど、子供の方はじっかり親に付き合わ

されていると自覚しているようで一。

5合目には無人4]ヽ励 ｀ あとも1合目毎に広場

状になっていてピッチもとり易い一しかし、しか

しガスに包まれ出したのでした。しまいには5m

先も真っ自。懐電の光跡が浮かび上がり、髪がび

っしょりになリー明けゆく空の感動を味わわせた

かった親にはがっかりの天亀 まあこれも貴重な

体験、かえって訳のわからんうちに登れたかもと、

れら、はなおも悔し紛れの講釈を述べるのでありま

した。

9合日で 2時間鐵息 子供達の我慢もそろそろ

限界か ?のあたりで道はすっとなだらかになり、

頂上部に達しました。小屋がぼ―と浮かび上がり

仮眠の人達が丸大のようにころがリーそんな中、

ゎずかの傾斜を手がかりに草原を進むと大和タケ

ルの像の前に達しました。あと数分でご来光の筈

が一。いったいどこがうっすら明るくなってくる

ものか?こ れも判別できず。

行動食を分け、懐電を納め、防寒着を着込み見

渡すと、さすがに日の昇った明るさの中で自籠の

奥に何重にもなった人垣を認めることができまし

た。反対側の伊吹山ドライブウエーからあがって

くる人で、山頂の方がずっと人ロカ` 書えるとの宇

野さんの説明どおりでした。栄光の登頂者で記念

写真。清水家l辞掛 君かに熱 昨日飲み過ぎたお

父さんは数m歩ぃてはオエをやっていて「まだ来

ないよう」でした。ええやない。小 2息子は立派

に自立してるよ。

執念で測候所脇の一等三角点を見つけ、ここで

ょうやく中空に浮かぶ日輪を寸時確認。それ万歳

これで見た見た帰ろう、と下山開始。清水パパと

も無事すれちがいました。

さらに数分下りたところで、すっとガスが切れ

だし、お4~dEが広がり始め、舟田さんちは頂上ヘ

引き返しました。これやっぱリガイドブツク執

筆の習性。チヤンスがある限り確認してこなくて

|ム さっきとは雲泥の差の光景が広がります。こ

れだからガスは怖い。お花畑が朝露にキラキラ光

り、その真下には大駐車場が見えます。1377mの

標高でありながら (当たり前だけれど高二郎より

低い)これほどのお花畑が広がり、雲海も楽しめ

るなんて。あんな半分削られた山 一の言▼面がガラ

リと変わりました。主人の方もご機嫌で、「あの

花撮ったか」とか「むこうをバックに撮りゃどう

ゃ」とか。お花畑コース側へ迂回してから下山路
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に戻りました。登りの時は間とガスで気付かなか

ったけれど、そこらじゅうの斜面力ヽ ナデシヨ、

コオニユリ、ソバナ、ホクルブクロ、シモツケツ

ウといった花でいっぱいなのでした。夏は自山と

4L7、 北上しても南下できるか |には、本当に驚

きの山でした。

.J合目で本隊と合流し、テントサイトヘ
?1.老体

組がどれだけ朝食の準備をしているか?お米が研

げた所でした。日玉焼きがスクランブルエッグに

なるなどいくつかの臨機応変をこなして、それぞ

れ自分の分を確保6正調「ご飯の歌」を高らかに

歌い、子供達の冷たい視線を浴びるも、これこそ

醐 気

あとはすることなく、睡眠不足を補いつつ、「

かっとび伊吹」の開際を待ちます。なおも登山者

はひっきりなしで、準備はどの程度なされるもの

なのか懸念するうち、高原ホテル前からの中継車

のアナウンスで、第一走者の登場bさすが第一走

者、悠然たる走りで駆け抜けていきました。その

イム 第二 次第に団塊状になり、女性に、老人0こ、

外国人に一いろんな体型、いろんなファッション

ー参加者は千人とか―。眼前を行くランナーには

疲労の色が濃くなりはじめ、はるか先預がガスの

中へ消えていく頃には、ウォーカー軍がゆらゆら

歩いているようになりました。

テレビなら、先頭集団を映すくらい一こんな先

頭から終わりまでを眺めていたの:ま初めてです。

トップグルーープになれる百人くらいはともかく、

あとの人はそれぞれの夢で走っているのだろうな

と思いました。私はこのイな やまざとの編集や、

秋の小屋作業の準備を抱えている身でした。こん

な署い山を駆け登ろうなんて、そんなアホな夢を

見ている人達をぞろぞろ見て、なんとも励まされ

てしまったのでした。

宇野さん有り難う。次回幹事は奥名さん。40周

年とからめ、金沢で開催の予定です。
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11期 長岡 正利様からは貴重な資料の数々

を頂戴しています。そのうちから

「日本の山岳蘭静
=〕
制 二1003山 一  ‐

平成3年 8月

p.124からの付属資料抜粋

「科学の発達と世界に関する知識の拡大とともに

地図は糟確なものになってきた」

ニュートン4月号 p.つから

伏 きな絵図は印刷の時くっついてあと

の処置がたいへんなので、割愛させてい

ただきました。)

「本邦■等E角測量の歴史とその三角網」

一等三角点研究翻   「鋼 第2齢。3から

の3点を紹介しま九

また、近著の地形図目録についてここに紹介し

ておきます。

□ 5万 分 の ■ 地 形 図 作 成

‐刃市義 目 銅 罐 奸 詈 子

脚 雌 、中 からE■― ιこ至

る約 lЮ年間にわたり作成し続けてきた5万分の

1地形図の総目動 した。これにより5万分

の1地形図の作成についての詳細な実態が明らか

になった。

この目録は        している5万分

の1地形図に、個人等所蔵のものを加え作成した

もので、従来の各種目録では不明であった適用図

式や図歴等が地形図1枚ごとに詳細に記載されて

いる。

またt新旧の5万分の 1地形図を利用するに際

して留憲すべき事項についての解説等が細かに述

べられているとともに(5万分の1地形図作成史

上重要な一覧図が 4t螺縦:さ れており、地図・地

1理史料として貴重な目録となっている
`な

お、日

i録は 個D日本地図センター 0153東京都目黒

1区青響軽ェー9-6203-3485-541Э で、榊 円

1 酬 450円)で購入できる。

日 本 の Ll■
―

高 ―
=覧

付 属 資 料 よ り

1。 日本の山岳標高の調査

近年、山に対する関亡

"済
まり、山の標高、

山名などについての正しい情報の提供について

の要望が高まっている。

…

は 2万 5千分 1地形図をはじ

めとする地図の刊行をその業務の一つとしてい

るが、作成する地形図では、特別に山頂の高さ

を調査し、表示することになっていない。その

ため、山の高さとしては

(イ )山頂にある三角点の標高値

(口)山頂に表示された標高点の標高値

●ヽ )i騎高位の勢

などが用いられてきた。

しかし、これらの標高値を、山の高さとして

採用するにはいろいろと問題がある。すなわち、

=角点の場合|こ は山頂 蚊字どおりの最高鴬

にあるとは限らない。なぜなら、その位置は三

角測量の実施に都合のよ■場所が選ばれている

からである。また、

一

代用する場合

にlよ 山頂はその等高線の表す標高値よりは高

いことになる。

さらにヽ 写真測量による2万 5千分1地形図

の全国腱備完了により、
・
それ以前の平板測量中

心の5万分 1地形図の標高値とは異なる標高値

も得られ、同二の山について、いくつもの標高

.値が存在する場合もあることになり、整理する

必要も生じていた。

以上に加えてヽ 山の高さについて、国土地理

院の地形図以外の動 の情報もないのが

実情のためヽ 地形図利用者から山の標IHJを正確

に知りたいという要望も寄せられるように■っ

た。

このため、日本の主要な山について、その標

高・位置などについて点検・補足測量を実施し、

表示可能なものにういてはその結果を地形図上

に表示していくとともにヽ これらの結果をまと

めた技術資料を作成することにした。
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2.調査の経緯と組織

制

3.陣
上記委員甲斐における検討事項のうち、この

技術資料の理解のため主要なものを以下にとり

まとめる。

(1)山とは

山と|よ 地表面が大きく盛り上がったものと

考え、眺めた感じで一つの山の範囲を定める。

山には一つの頂上に斜面が集まる単純なものも

あれば、複数の嶺、複数の頂上を持ち、全体の

総称としての山名と部分的な峰や山頂部に別の

山名を持つものもある。

(2)頂上のとらえ方

山の頂上:よ 山体を構成する岩石日の最高地

点とする。樹木などの生物圏に属するものιよ

山体の‐部と:岩えず、また

―

も山

体の‐部とは見なさない。岩石圏としてtよ 基

盤岩石とその風化生成者、火山灰などの天然現

象で堆積した未固結物質を含むものとした。

(3)山と山亀の取扱いについて

1つの山の範囲の認定については、以下のよ

うな複雑さを避t入 従来からの一般的帳用を尊

重しつつ表 1の とおりとした。

富士山を例にして考えると、その山頂部はお

鉢と呼ばれる火口をとりまく9つの峰で構成さ

れているほか、中腹部に宝永山、」幅 、裾野

に大室山・長尾山など多数の寄生火山を有する

がヽ最高峰のallケ峰 GttDの標尚をもって富

士山とし、全体を富士山という1つの山とする。

そのため、標高3B加 の1ヒ岳を日本第2の高峰

としてきた。もし、富士山第2峰の自山岳師鍮

をもって日本第2の高山とし、以下久須志山、

大日岳と全部を独立させて数えれば、北岳は日

本第10位の山になってしまう。

一方、北岳は、自根山 (あ るいは白峰山)と

総称される―IEの山なみの1ヒのビークである。

そしてこのピークがこの山なみの最高峰である

から、日本第2の高山は自根山であるとし、1ヒ

岳の標高で代表させるようにすれば、現在第 4

位の (白根)間ノ岳や第15位の農鳥岳はなく、

他の山の順位が繰りあがることになる。これは

第 3位の奥穂高岳についても同様で、
―で総称の穂高岳を代表させれば(第 8幅

第 9位北穂高岳、第11位赫 などが皆消え

ることになる。さらに奥穂高岳には、
‐
「ジャン

グルム」や「ろばの耳」という部分的なJヽビー

クにつけられた山名がある。また間の岳には中

白根というピークが合まれる。‐「聯餞麟 ヶ

岳にも北峰と南峰の二つのビニクがあるほ力、

山脚の部分的高まりに天狗ノ鼻や牛の首などの

部分的地名もある:   
‐

このように、山にはたくさんのピークが集ま

って全体として一つの山をつくるケース、ある

いは一つ一つが立派な山となるピークで、その

ビークのそれぞれ0こ部分的な山名もあり、同時

にそれらをまとめた全体の山名も存在するとい

うケースもある。

こうした各種のケースについて、1つの山の

範囲を統一した基準であきらかにすることは困

難である。一つの方法として、隣合う山頂間の

距離とその間の谷の深さから、山を区分するこ

とを検討した力ヽ それだけでは全国の山を対象

とするには不充分であることが判明した。その

ため山を還望したときの直観的印象、地域住民。

登山申 の慣用などを併せ取り入れて山

を区分した。その際には等高線からの脅機

による立体図集「日本名山図譜」 帥中、1986p

なども利用して考察を加えた        :
この技術資料では複数のな 」ヽ山頂を持つ山

についてιよ 山名を表示するとともに最高峰の

山頂を< >付きで示すこととし、他は省略す

ることを原則としたカミ省略できない著名な山

頂名がある場合には最高峰でない峰でも< >
付きで示すこととした。

また山名として表示した山岳を複数まとめる

山名や山域洛は、所在の欄や備考欄に適宣表示

することとした。

(4)標高について

制
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科学の発達と世界に関する知識の拡大とともに,

地図は精確なものになつてきた。

長 岡 正 利
壁 地理院地図纏

人類の歴史において地図の作製は,文字よりも古いといわ

れる。文字をもたなかった民族の間でも,生活日について

の認識の必要から,単純な地図がつくられ利用されてきた。

グリーンランド先住民が流本に陸地や島の輪郭をきざんだ

ものや,マーシャル諸島の住民がヤシの葉柄に小石や員殻

を固定して島の分布をあらわしたものなど力消 名である。

ェジプトではパビルスにえがかれた紀元前 13世紀の金山

の地図が,バ ビロニアでは紀元前8～前7世紀の粘土板にえ

がかれたはじめての世界地図力秩日られている。ギリシアで

は早 くから地球が球体であるという認識があった。紀元前

紀元前8～前7世紀,バ ビロニアで粘二板にえがかれた I=じ めての世界

地因。円盤状の陸地 を

'=が
取 りないている。

3～前2世紀のエラ トステネスは,エ ジプ トの地で地球の大

きさを実測 している。

紀元前4世紀のアレクサ ンドロス大三の東征によって,す

でにアジア世界についての地理的知識がもたらされていた。

2世紀のプ トレマイオスは緯度・経度の概念 を導入するとと

もに,東半球の大半についての世界地図を作製 した。 この

図では南に未知の大陸がえがかれ イン ド洋が内海になっ

ているものの,世界 |ま ガンジスリ!1の東にまで広が り, ヨー

ロッパはかなりくわ しいものになった。

より精確な世界地図の時代ヘ
中世

三ニ
ロッパの世界観は聖書の規定するところとなり,

科学は衰退して,世界は初期のギリシア人の考えたように

平らなものとされ,球体説は退けられた。一方,ア ラフ世

界ではギリシア. ローマの科学力ち|き つがれて発展した。

航海術の発達 もあって,12世紀のイド1)―シーの世界図で

は中国東岸までがえがかれ 倭 (日 本)と 考えられる「ワ

ークワーク (た んなる「島」の意味とも考えられる)」 力くは

じめて地図に登場した。

その後ヨーロッパでは 十字軍の遠征によって東方世界

のすぐれた科学技術が,S、たたび導入された。15世紀を中心

とした大抗海・地理的発見の時代には コロンプスやバス

コ・ダ・ガマ,マゼランらによる諸発見もあって,世界に

関する地理的な知識は飛躍的に拡大した。

16世紀に入って,メ ルカトル図法で知られるメルカ トル

は航海用の各種地図をつくった。彼につづくオルテリウス

やブラウは 世界全図やすぐれた地図帳 (ア トラス)をつ

くり,17世紀に力ヽ ナて地図界におけるオラングの全盛時代

を集いた。このように世界の地図は科学の発達にともなっ

て,ま た世界についての知識の拡大とともに精確なものに

近づいてきた。

一方,地城的な地形図は,17世紀の三角測量の発明とと

もに精度を高めていった。とくにフランスでは18世紀後

半,カ ッシーニ→資による国家事業 として,国土全域にわ

たって8万640けの1地形図が作製された。地形図は長い

間,平板測量によってつくられていたが,20世紀になり,

空中写真測量によって広域にわたる効率的な作製痢 能に

なった。

日
鮮3七盟撃?器で田図ギ載図力つ

灘饂 誼[L現轟甦蹴ム轟
されているにすぎない。日本全国としては,奈良時代の僧,

行基によるとされる行基図が有名であるが,現存するもの

はのちの鎌倉時代の写本である。鎌倉時代日ま荘国営理の

ために, 多 くの地図がつくられた。それらは奈良時代の方

眼図法によるものではなく,荘国や村の範日を鳥敏的にえ

織濾弘褥 、指墓きかんなった告象
易によって,世界地図や地球儀がもたらされた。111浮

の

徳川幕府のD~x立後,幕府は4回 にわたって諸国の大 名に国

絵因の作製 を命 じ, それにより日本国がつ くられた。これ

らの地国は民間に公開されたものではないう

'I「
守隻籍

期になると民間でも各種の地国がつ くられた。長人保赤水

の日未全国のほか,地方の絵図,町絵□,名所国,道中図

など, さまざまなものが広 く一般 に利用された。
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19世紀初頭には伊能忠敬が子午線長の実測のために,全

国の主に海岸,合 いに測量を進めた。それまでの地国にくら

べて格段に精度の向上 した伊能国が 1821年 (文政4)に完

成した。

明治以降の日本での地図の歴史
明治新功石下では,1880年 (明治 13),首都防衛のため

に,ま すこ逮測国によって関東平野全域の2万分の1地形図

作製が手がけられた。これが最初の本格的な地図作製事業

である。当初は2万分の 1で全国をカバーしようとして事業

が1ま しめられた。 しかし
`ま

う大な費用と時間が必要だった

ため,1890年 (明 治23)には縮尺が5万分の 1と あらた

められ, 1924年 (大正 13)ま でに一部離島を除 く全国の

地形国が完成 した。

そのころから昭和初期にかけては 第一次世界大戦後の

好兄と大衆文化の発達の中で,観光旅行などが大衆のもの

となり,地図への需要も高まった。その結果,民間での地

図出版もさかんになり,陸地測量部 (国土地理院の前身)

の地図もさまざまなもの力軟 々と出版された。しかし1931

年佃召和6)の満州事変以降 しだいに地図は秘密扱いとな

り, 1941年 (昭和 16)以降は,ほ とんどの地図が発売禁

止となってしまった。

戦後は地図作製の組織として地理調荀訴 (1960年 〔昭

和35〕 に国土地理院 と改称)が設置され,ア メリカ軍から

供与された空中写真を用いて,国土復興用の各種地図がつ

くられた。 1964年 (昭和39)には2万 5000分の 1地形

図力全国を力/｀一する国の基本国として定められ, 1984

年 0召和59)に全国の整備が終了した。一方,高度経済成

長期の前後から,土地利用図や土地条件図など各種の主題

図があいついで作製された。

轟象封[饉蛯
になって空中写真測量の本格導入へとっづく。今日では,

雀[1:魯郎曇董象響菫IIF[『讐「[:』勇II曇百:
らえ

,「
では, リモートセンシングによって地表の植生な

どを把握することのほか,最近ではlo万分の 1程度の地形
図であればむりなく作製でき:る ようになぅてぃる:,
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などにかわって,

光波測距から今日ではカーナビゲ■ションと同じGPS
(Global POslioning system)に よって簡乗化・高精

度化が進み, この技術は地震予知などにも利用されている。
地図 1青報の提供についてみると,かつて:ま土地の改変力■
うはげしくなかったこともあって,損1量から地国の出版ま
で3年 くらいを要するの力=議でぁった。しかし現在では年
1回以上の修正・更新が地図の商品価値として当然のことと
されている。

情報提供の方法としては 最近まで紙の地図以外に 1ま考
えられなかった。現在ではコンピューターでの使用を前提
とした数値地国も多 くなつてきた。カーナビゲーションの

地図データを中心に,地図のCD― ROM出版が急速に普及
している。またコンピューター・グラフィックスの発達と

ともに,利用者がみず″
ヽ
らの必要に応した地図データを自

由に取りだして,独自の地図づくりを楽しむことも可能に
なりつつある。
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本邦一等三角測量 の歴史 とその三角網

長 岡 正 利

はじめに

明治新政府の各省は、それぞれ所管事業の推進のために正確な地図作成を必要とし、そのた1

に独自に測量事業に着手した。これらはやがて陸地測量部の事業に統合され、大正 4(1915)F

には、ゴヒ海道から沖縄までの、今日に残る一等三角網の完成を見た。    '
本稿は、本会会長三谷忠男様から、当時の一等三角網図の紹介を依頼されたのを契機として、

網図の理解のために、その間の事情をとりまとめたものである。なお、本稿中で、図 1と 21評

田沢雪夫様 (国土地理院)所蔵の文献2か ら、図3と 4は大森茂様 (も と関東軍lll量隊副官)l日

蔵の文献 5か ら転載 した。また、箱岩英一様 (国土地理院)に は、文献の所在等について種′ご

教示を戴いた。

明治前期の三角測量

1)二部省測量司

わが国最初の三角測量は、工部省 (工業・鉱山・鉄道・電信等を所掌 ;明治 3年設置 。18だ

廃止)に より着手された。同省に明治 4(1871)年 に設置された測量司が、翌年から東京の地自

作成のため、英国人マックウエルの指導のもとで東京府下 13箇所に三角点を設置し、高測標を

建てて測量を始めた。

しかし、この組織と事業は、明治7年に内務省 (警察・ 土木 。地方行政等を所掌 ;明治6犠
置 。昭和 22年に解体・廃止)地理寮 (10年 に地理局と改称)に移管された。

2)内務省地理寮・地理局

地理寮は全国測量の精度確保のために、前述のマックウエルを測量師長として、明治8(1879

年 5月 に関八州大三角測量事業を開始した。11年 には那須野原でわが国初の基線illl量 を実施す

るとともに、電信法による経度測定を行った。

内務省の事業においては、明治 15(1884)年 頃には一等三角点の選定約 100点、うち約 50点

の観測を終え、16年 には静岡県三方原でも基線測量を行った。

なお、これらの事業は、明治 17年 6月 には陸軍省参謀本部 (明治 8年設置の天皇直隷の陸軍

総帥機関で、 4年の兵部省参謀局に始まる :9月 に測量局新設)に移管された。文献 8によれば、

現在の一等三角点のうち、関東 。中部地方のものは大部分、地理局のものがそのまま引継がれた

ものである。

3)北海道開拓使

開拓使 (北海道の行政・開拓を所掌 ;明治 2年設置 。15年廃止、後の北海道庁)は 、明治 8

(1875)年より、ヨヒ海道全域について三角測量事業を開始した。天文測量による原点を函館に置

き、勇払原野に15bの基線と函館に補助基線、三角点を約50点設けた。

4)陸軍省参謀局

陸軍の測量機関とその事業は、明治 4(1871)年兵部省参謀局に間牒隊を置き、地理の偵察、

地図の編成を掌ったことに始まる。 7年には参謀局に第五課 (地図・政誌担当)と 第六課 (測量

担当)が新設された。 8年に参謀局が参謀本部となって以降、 9年には今日に残る東京五千分一

測図に着手 (翌年の西南ノ役で中断し、17年終了)、 12年 に第五課は地図課と改称され、13年 に
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全国澱1量の第一歩として、関東平野全域についての三角測量によらない二万分一迅速測図に着手

した (19年測図終了)な ど、その初期には地形i■ll図 (地図作成)が主となっていた。

測1地測量については、明治 14年 には、測量課 (12年に第六課を改称)が東京湾日の三角測量

を試験的に実施していたが、本格的な三角測量事業は、8年間にわたつて ドイツに留学 していた

田坂虎之助が明治 15年に帰朝し、小菅智淵 (後の初代陸地測量部長、全国測量計画の企画・推

進者)の下で参謀本部測量課長に任ぜられて以降rあ る。同年、測量課は大地測量班と4ヽ地測量

班に区分 (翌年には部)さ れた。当時、「内務省/大三角測量ハ富時二於テ外業ノ進程甚夕大ナ

ルモノアリト難モ其ノ成果ハ未夕全ク精算ノ域二達セス随ツテ之力利用二便ナラサルヲ以テ特ニ

ニ等三角網二封スル基線ヲ測定シ以ツテ急速二地形測固ヲ施行スルノ素地ヲ作ラントス」(文献

4よ り原文のまま)と して、 9月 に神奈川県相模野に初の基線を設置した。当時は、ヒルガート

4m基線尺を用いて、5 21kmの基線測量に 106日 を要し、確率誤差は±2 93 1nlaで あった。翌明

治16(1883)年 には、武遠三角網について、陸軍として最初の一等三角■ll量 (観ill)に 着手し、

あわせて同年、一等水準測量も開始している。

なお、基線については、明治 44年 までに北海道から沖縄までの14箇所に、ついで大正 2

(1913)年 に択捉島 1箇所、大正 15年 までに樺太と台湾に5箇所設置された。このほか、朝鮮に

は 13箇所、満洲には一等基線20箇所、二等基線約 140箇 所が設けられた。基線長の測定は、 14

番目の沖縄がらはエーデリン25m線條基線尺が正式に採用され、精度が向上 (基線長 4.15 kmに

対し±041品 )す るとともに作業育旨率が向上した。

明治 17(1884)年 6月 に、参謀本部に三角測量事業が移管・統合されたことは既に述べた。

この年 9月 、参謀本部に測量局が新設され、従来の地図課はそのまま、大地測量部は三角測量課、

小地測量課は地形測量課の、 3課体制とされた。同年、麻布の観象台に経緯度原点を定め(三角

測量の計算原子を決定するとともに、筑波山一等三角点を原方位に採用し、原方位角の測量を完

了した。

陸地測量部の三角猥1量

明治21(1888)年 5月 、「陸地測量部際例」が公布され、それまで参謀本部の一部局であった

測量局は、参謀本部長直隷の独立官街となり、三角・地形・製図の 3科 と修技所 (職員の養成機

関、20年に設置)を置いた。当時既に、武遠 。三丹・摂讃紀伊・丹伯の三角網の観測が進行し

ていた。22年には修技所の第 1期生徒 35名が卒業し、以後、陸地測量部の技術者は逐次充実さ

れて行った。23年 には、測量標の保護等を目的とする「陸地測量標條例」。「同 施行細則」が

公布された。翌年、紀伊串本ほか 5験潮場が開場し、 5月 には三宅坂の陸地測量部前庭に水準原

点が落成した。

三角測量の進捗状況は表 1および2の とおりであるが、主なところでは、明治29(1896)年

には北海道に進出 (奥石網 )、 31年に武遠三角網の集成計算を終えて初めての実用成果を算出、

大正元 (1912)年に沖縄 (隅沖網)、 4年に千島 (千島網)の観測に着手、39年には三角網を離

れて樺太での日露国境画定作業の開始などが挙げられる。

ところで、一等三角測量の実施のために必要な作業規程については、明治33年 に「三角測l量

法式草案」が作成されているが、「一等三角潤l量実行法」がその附図や観測l手簿等の記載例とと

もに完成した (文献 1,2,3)の 4よ、内地の事業完了後の大正 6(1917)年 である。しかし、そ

の測量方式はこの制定以前におけると大差はない。また、電磁波測距儀の発明とその後の光波

(レ ーザー)測距儀の発達によって、昭和50年代には、角観測から辺長測1量が主体となるまで、
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戦後も長くこの「実行法」のもとで漁l量が進められた。

一等三角点標石とその埋設法

「実行法」によれば、一等三角点標石の規格は図 1の ように、通常は、柱石、盤石、下方盤石

の 3点 (下方盤石は明治33年以降)か らなり、石材は花商岩とされて、明治29年以降は小豆島

産のものが用いられた。なお、明治29年以前については、標石は測量官が任意に調達 していた

ので、その石種と形状はまちまちであった。

三角点の設置については、当然のことながら、それぞれの十字溝の交点を三角点の中心 (も の

としての三角点ではなく、位置成果をいう)に一致させるとともに、標石 3点それぞれについて

各辺を東西南北に一致させ、柱石の正面を南方に向けるべきことが規定されている。図 1に示さ

れた規格以外に、柱石の地上露出相当部分は「小敲仕揚ケ」、ほかは総て「荒整落シ」とし、前

面に刻む 5文字の深さは太さと等しくして円底彫とし、両盤石は上面のみ「小敲仕揚ケ」として

ほかは総て「荒墾落シ」とする等のことが規定されている。柱石の地上露出部分は、現地でよく

目にするとおりだが、盤石につい

「

は、関東地方では谷川岳山頂のものが相当以前より露出して

おり、容易に実見することができる。

その埋定 (埋設)法は図 2の とおりであり、現地の地盤条件に応じて変え得るとされている。

図の上が通常の場合で、深さ13m、 方 12mの穴を堀開して埋設する。実行法にはその詳細が

述べられているが、ここでは略す。なお、標石の周囲には、通常 4個の防衝石が設置されるが、

高山頂等で必要のないときは略される。岩石地で菫開困難の場合は、図の右上のように、適宣に

埋設法を簡易化し、さらに岩盤が堅硬な場合は、坑底を水平に削ってその中央に十字形を刻み盤

石に代用することも可としている。砂地や湿地の場合 (図の下)には、松、栗、椎などの腐植に

耐える木杭を列植して基礎を固め、その上に煉瓦で筐形を造り、その中に埋設することとされて

いる。

一等三角網の完成とその後

一等三角点の観測は、大正 4(1915)年 には沖縄島から択捉島までを終え、内地の一等三角網

は完成を見た。これと並行して、地形図作成のために、二等、二等の三角測量が進められた (表

1)。 一等三角点本点は、1,600喘 に 1点設置され、その平均辺長は45b(40～60b)、 観測誤

差は15秒、三角形の誤差は 1秒 (45bに対 して 22 cnlに 相当)である。設置された一等三角点

の位置の精度は、三角網を構成する各三角形の開合差における 1角 の中等誤差が、結果として

0.66秒 (全三角網の平均)と なったことから、本点の平均辺長45mを乗ずれば 14 cmと なる。

一等三角測量は、さらに台湾 (1914～ 21年 )、 樺太 (1921～ 32年 )へ とその作業を進めて行っ

た。図 3と 4は、昭和 2(192.7)年 におけるその成果を総覧して、陸地測量部長大村 斎陸軍少

将が、日本学術協会第 3回大会において、特に基線測量の精度等を中心として講演した際のもの

である。

なお、これ以外の、千島列島、宮古八重山諸島、伊豆七島、小笠原諸島、尖閣列島、南北大東

島、男女群島などの、離島の三角■ll量については、文献8に詳しい。

最初の全国一等三角測量は、前述のように、明治 16(1883)年から大正 4(1915)年にわた

る32年間で完成した。昭和22(1947)年 には最初の改測に着手され、昭和42(1967)年 に作業

を終えた。その成果は、大地震の復旧測1量等の変動量の大きい地域についてのみ改訂が行われ、

ほかは実用上の支障はないとして旧成果 (明治成果と称する)を実用成果として、次に述べる一

次基準点測量終了後も、今日に至るもそのままに使われている。
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翌43年より、 2回目の改測に着手された。 しかし、その頃から、地震予知等のために基準点

測l量の充実が必要視され、48年以降は、従来の一等三角点、同補点、二等三角点の計約6,000点

を「一次基準点」として再編成し、地震予知のための「観測強化地域」。
「特定観測地域」につ

いては点の密度を高めて、全国の繰返し測量を行い、地殻の詳細な水平変動の把握に努めること

となった。この頃以降、測量方法は、従来の経緯儀による角観■llで はなく、精度 100万 分の 1

(10bに対して l cal)の レーザー測距儀による直接辺長測定にとって代られた。最初の一次基準

点測量は、昭和 60(1985)年 に終了した。
‐この結果を、明治期の測量成果と比較することによっ

て、100年間の日本列島の地殻水平歪のようすが明らかとなった。

一方、基線測量については、最後に実施されたのが、昭和 19(1944)年 の南海地震後の復旧

測1量のための、28年の鳥取県天神野基線、29年の滋賀県饗場野基線におけるものである。当時

まで、基線測量にはなお数十日の期間を要していた。

ところで、三角測量の方法が角観測から辺長測量に代ったことは既に述べた。これによって長

期間山頂に留まって行う測量は大幅に簡素化され、今日ではGPS(汎 地球測位システム ;衛星

からの電波による3次元測位システム)測量により、さらに負担の少ないものとならている。G

PS測量では、精密軌道情報を用いることにより0.lppm(10 kmに 対して lm)の精度を得るこ

とができる (ただし、カーナビゲーションのように機器を単独で用いる方法では30m程度の誤

差)こ とから、地震予知の分野におけるような高精度を要する測量にも使われている。なお、電

波星からの電波の到達時間差の精密測定によるVLBIで は、数 1,0001mの 距離に対しても l cn

以下の誤差での測定が実用化されており、プレート運動の実測等に使われている。

GPSに よる基準点測量に関しては、平成 7年度内に、全国に700箇所以上のGPS連続観測

局 (電子基準点と称す)が設置され、そのデータは通信回線によって常時国土地理院に送られ、

解析されるごとになる予定である。既に、「観測強化地域」の東海 。南関東地方には、地震予知

観測のために電子基準点が約 15b間隔の高密度で配置され、他の手段と併せて常時連続観測が

行われている。

なお、これまでの一次基準点測量は、 6年度以降は、GPS連続観測網を骨格として、一 。二

等三角点のうち、約 15 km網 で編成した点についてGPS測量を周期的に行う「 精密測地網高度

基準点測量」に再構成されている。

かつて明治期には、三角点間の良好な観測条件を得るために、最長70日 間も山頂に留まった

例や、日標地点の三角点櫓でただ 1人太陽光を反射させる廻照器を護りつつ、時々刻々移動する

太陽光を数 10h離れた観測地点に送り続けた名人芸的熟練さのこと、或いは遠方の山から光信

号が来ないので行ってみたところ、測夫は櫓から落ちて死亡していたこと (文献 6)な ど、いま

や伝説に近くなっている。これに対して、現代の電子基準点による測定については、本年 10月

の伊豆半島東方沖での群発地震発生の際に、地下へのマグマ貫入によると考えられる数 clllの 地

殻変動 (こ の場合は、初島・ノ
1ヽ室山間の伸長)が進行する状況をリアノィタイムで捉えた例なども

ある。このように、かつては野外での大変な労苦と時間を要した高精度測量について、今日では

室内での連続観測も可能となっており、まさに隔世の感力、ある。
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7)藤井陽一郎 (1964:昭39):内務省地理局の三角測量事業、科学史研究、1964、 72-83

8)測量・地図百年史編集委員会編 (1970;昭 45):『測量 。地図百年史』、673p十 地形図図式集、

建設省国土地理院

9)長岡正利 (1991:平 3):明治前期の手書彩色関東実測図 第一軍官地方二万分一迅速測図

原図解題、国土地理院時報、NQ 74、 22-32

10)箱岩英一 (1991;平 3):日本水準原点創設 109周年、Rll量、19915、 21-35

図 1.―等三角点標石の規格 (文献 2よ り

右より、柱石、盤石・下方盤石、

地 常 尋

蒟 綺 え 壇 ん 犠 魚 角 二 寺
~

原図X04)

設置の際の位置関係

図 2 -等三角点標石の埋設法

(文献 2よ り 1原図×05)

上  :通常の土地の場合

右上 :岩石地 (軟岩)の場合

右  :砂地や湿地の場合

図中で、自部が標右を示し、砂点部は

コンクリート (混凝土)。 他は本文参照。
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羅覇 平成 9年 (199フ 年 )6月 29日 (日曜日 )
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笹田 竜之  文

金沢市暁町18-21 上田アパート201号

愛知県稲沢市小沢 3-14-3

志賀 寛人  工

金沢市石引2-9-17 小立野台ハイム3-B

奈良県高畑市 田5

角谷 誠   工

金沢市鈴見町 7街区9番地 館クセス

愛知県西尾市上噸 訂-6

津田 俊平  教育

金沢市東兼六町11-21茨木ハイツ202

愛知県名古屋市北区金城4-5-9
矢内 祐一  工

金沢市石引 2-解-3 桂荘m2

岡山県苫田郡鏡野町竹田1%

iゴ子 の 拶彗夢 と 部 の 近 況

40期 山崎 茂雄

「なんで山に登るの?」

と人に聞かれると、すごい困ってしまう。はっ

きり言って返す言葉がない。

確かにこの二年間で山を身近に感じられるよ

うになり、何も知らなかった入部当時に比べれ

:よ 多少なりとも山に対する知識は蓄えられた

気がするし、山の良さも分かるようになった気

がする。でも、それを人に伝えたり、教えたり

することがなかなかできない。それは、自分の

中にどこか山を嫌っている部分を持ち合わせて

いるからかも知れない。

そんな人間がこの部の主将を務めることなど

荷が重過ぎ、本来あるべき主l等の姿とのギャッ

プにもがきながら過ごしている毎日である。こ

れから失k自分がどれほど山に登るかは分から

ない力ヽ その中で少しでも自分にプラスになる

232-8081
05舒 一舘-02Ю

232-9728
0742-銘 -0120

262-5879

222-8120
052-914-1722

222-8908
0868-54-2433

ものを見つけ、この部の経験を生かせたら、い

つか山の素晴らしさを表現できるNElになれる

気がする。そして、そうなった時初めて、この

部の主将の重さを感じ取れるのではないだろう

力、

さて、部の近況です力ヽ 新入生は10名入り、

例年どおりの数となった。新入生 トレーニング

山行は、昨年の戻T山から高二郎に戻し、5月

31日 から6月 2日 にかけて行った。天候に恵ま

れ頂上まで行ったものの、前高二郎から高三郎

までの道はなかなかに厳しかった。また、虫の

多さには開口した。

現在の1管動状況としては、夏合宿に向け、学

校の回りを走ったり、サッカーをしたりしての

体力維持・向上に努めている。
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雪圭型響
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/誓
f4竹内 得田

*属三夢lPW  2/28～ 3/6
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偵
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松
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業

1西
田  上 田 金吉

*屍
宗唇  見1曇 倉

/1:f%1名
 三 年 4名  二年 3名  一年 5名 )

*1.2年 山行

<京 都 3/10～ 12>
し村井 SL小 川 前川 森 田 長 谷 川

舌軍曇
山

ごL豆 奮
山

山著

29雷
%>谷 本  得 田  竹 内

壬警套

ケ
霊掛嘉 加藤  林  市 山  佐 藤  河村

97各 ユI蔓

*雪上訓練 白山 5/3～ 5
L上 田 SL金 吉 佐川 小川 市 山  佐 藤  竹 内 河村 森田

*新 トレ偵察 高三郎 5/10～ 11

L前 川 SL小 川  (3年 6名  2年 9名 )

*新 トレ 高三郎 5/31ヽ 6/2
CL前 川  CSL小 川  (4年 3名  3年 7名  2年 9名  1年 11名 )

夏 合宿
*八 ヶ岳パ ーテ ィー 6泊 7日  8月 上 旬
L小 川 SL高 岩 市山 佐藤  青 木  矢 内

蓼科山一大岳 一横岳 ―東天 狗 岳 ―西天 狗岳 一根石岳 一硫 黄岳
一赤岳 一編笠 山一観音 平

・第一回 トレーニ ング山行  大 日山  6/28～ 29
L小川 SL高 岩  佐藤  青木  矢 内  傍島
第二回 トレーニ ング山行  自山  7/4～ 6
L佐藤 SL小川 高岩  青木  矢 内
(交通事故によ り中止 )

*ゴヒアルフ
゜
スパ ーテ ィー  7泊 8日  8/2～ 10

L上 田 SL村 井 林 竹 内 川俣  志 賀

立山室堂 一雷鳥平 ―雄 山 一五 色 ヶ原 ―越 中沢岳 一薬師岳 一祖父岳
一三俣蓮華岳 一双六 岳 ―槍 ヶ岳 一新 穂 高温泉

第一回 トレーニ ング山行  白山  7ノ
′
5‐ 6

Ltt sL上 田 村井 竹内 川 俣  志 賀

*南 アルプス北上 パーテ ィー 8泊 9日  8/1～ 9

L中 野  SL山 崎 田村  河 村  谷本  笹 田 津田 久 保寺

塩川小屋 一三伏峠 一塩見岳 ―北 荒 川 岳 =農 鳥岳 一間 ノ岳 一北岳
一仙丈 一北沢峠 =甲 斐駒 ヶ岳

第一回 トレーニ ング山行  日三方 岳  6/21‐ 22

L山 崎 SL中 野  上 田  田村  河 村 谷本 長谷川 竹 内 笹 田 津 田 久保寺
第二回 トレーニ ング山行  白山  7/5‐ 6

L田 村 SL中 野  山崎  河 村  谷 本  笹 田 津田 久 保寺
*南 アルプス南下 パ ーテ ィー 8泊 9日  8/3‐ 11

L掛 布 SL前 川 長谷川  森 田 得 田 角 谷 岩崎
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苦婚覧曇 冒輩襖轟言二川未屋
北 岳 一間 ノ岳 =農鳥岳 一北荒 川岳

::]lili`を i「

得

:[森 ]桑
も

[i聰 矢 i川

 川 俣 志 賀

編 集 後 記

ノロノロ台風の御蔭で (被災された方々へ出心よりお見舞い申し上げます)夏山は

散 。々控えにおいておいた雨飾山の往復でお茶を濁すことになりました。同行者達は

思わぬ温泉泊まりに「こんな山行きの方が骨休みになるわ」と満足そう。

その小谷温泉山田旅館で、深日久弥のビデオを見せてもらうことができました。雨

飾山に同行した友人医:秒)ヽ 当時の1年分の給料をはたいて買ったカラー8mnで映し

たものをビデオに編集しなおしプレゼントしてくれたもの。おそらく久弥の山のカラ

ービデオはこれだけだろうといういわくつきでした。

にじんだような色ながら、当時の8 mmはどんなに重かったものか―。画面に妙齢の

婦人が映っています。道のない山へ同行するような方は、日本山岳会の某といったあ

たりなのかと思ったら、奥様でした。頂上の石仏の前で揃ってお弁当を広げている姿

は今を時めく中高年登山者夫婦そのもののほほえましさ―‐。

百名山の雨飾山の項には、恋こがれてやっと3度目に登頂できたとは書いてあるけ

れど、夫人同伴で楽しんだことなど一言も書かれてはいません。当たり前過ぎること

だったのか、文学に家庭の匂いは入れたくなかったのか一「私たち」の表現に今はか

すかにShyを感じつつ、読み直しています。

移
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